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会最 f、来斤胆胃

川
川
川
川
川
川
休
業
法
も
、
女
子
の
み
と
す
る
と
の
条
約
が
批
准
さ
れ
れ
准
す
る
に
は
、
中
身
の
議
論
を
働
く
こ
と
だ
け
を
強
調
し
、
私
批
准
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

相

也

州

制

川
剛
山
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ば
、
「
保
警
平
等
も
」
が
実
し
、
政
府
に
届
け
玄
批
准
さ
せ
生
活
が
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
条
約
の
を
た
方
向
に
希
望
を

阿
川
!?
人
間
川
間
川
川
川
山
Y川
川
川
州
経
線
が
あ
る
。
現
す
る
の
だ
が
、
中
島
さ
ん
は
る
乙
と
が
大
切
だ
」
と
中
島
さ
を
正
し
て
い
《
必
要
が
あ
る
と
も
っ
て
第
力
し
て
い
こ
う
」
と

h
H
H川川
糊

川

川

山

山

川

I

L
O
一一一一一一号
勧
告
も
、
「
喜
び
の
反
面
、
乙
霊
ま
い
ん
は
言
う
。
い
う
。
「
働
く
こ
と
は
基
本
的
締
め
く
く
っ
た
。

川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
男
女
と
も
に
職
業
生
活
と
家
庭
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
心
配
そ
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
人
権
謀
、
私
生
活
も
基
本
的

。

で
、
や
っ
と
批
准
の
予
{
正
が
あ
え
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
育
生
活
を
両
立
す
る
と
と
が
で
き
も
半
分
あ
き
と
き
っ
。
日
本
は
、
「
世
需
単
位
か
ら
個
人
単
人
権
。
ど
う
生
き
る
か
、
個
人
次
回
の
乙
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

る
こ
と
を
明
ち
か
に
し
た
o

児
、
看
護
、
介
霞
な
ど
の
特
別
る
の
が
、
真
の
男
女
平
等
だ
と
は
、
最
低
限
の
と
と
宇
匡
~γ

っ
て
、
位
の
シ
ス
テ
ム
へ
、
労
働
権
と
の
生
き
方
と
し
丈
尊
重
さ
れ
る
十

一月
二
十
日
(
土
)
午
後
二

同
条
約
の
示
す
白
的
は
、
第
措
置
と
、
労
働
時
間
短
縮
に
よ
い
う
国
際
的
な
考
え
方
の
中
批
准
後
何
も
し
な
い
と
い
う
一週
『
私
生
活
謹
」
ど
中
島
さ
ん
。
べ
き
だ
し
、
一
人
で
生
き
る
こ
時
か
ち
。
「
男
女
が
と
も
に
『
働

一
に
家
族
的
責
任
を
有
す
る
男
る
一
般
措
置
を
鰐
ず
る
よ
う
に
で
、
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
去
の
例
が
あ
る
。

I
L
O
第
一
今
の
日
本
は
金
支
世
帯
が
基
本
と
も
尊
重
さ
れ
る
、
乙
れ
が
私
き
方
』
を
選
べ
る
た
め
の
サ
ポ

女
労
働
者
(
健
助
を
必
要
と
す
と
一記

さ

れ

て

い

る

。

た

o
八
一
年、

一
二
三
号
勧
告
五
O
号
(
同
一
価
値
労
働
)
が
の
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
乙
れ
を
一

生
活
様
で
あ
り
、

I
L
O
一

五

l
ト
シ
ス
テ
ム
署
7
!
?
に
、

る
家
族
の
い
る
人
)
が
実
際
的

一
九
六
五
年
に
探
摂
さ
れ
た
は
廃
容
己
れ
、

一
五
六
号
条
約
然
り
で
あ
る
。
労
謀
患
四
条
に
人
で
も
生
き
て
い
切
る
裂
音
に
六
号
条
約
の
い
っ
て
い
る
と
大
森
真
紀
さ
ん
(
立
教
大
教
授
)

な
平
等
を
実
現
す
る
申
し
と
、
第
「
家
庭
責
任
毒
つ
女
守
の
屈
と
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
も
い

告
い
で
あ
る
か
ら
と
同
条
約
を
し
、
安
の
だ
と
人
が
支
え
あ
っ
と
」
冬
叫
へ

「条
約
の
中
身
を
が
撃
す
る
。
会
場
は
、
中
野

二
が
、
子
ど
も
や
老
人
の
い
る
用
に
関
す
る
勧
告
」
(
第
一
一
.
一
え
る

一
六
五
円
勺
勧
告
が
採
択
さ
批
准
し
た
が
、
現
実
に
は
手
っ
て
年
き
て
い
切
る
社
会
に
す
る
実
一
揖
す
る
た
め
に
は
現
実
と
区
女
性
会
館
官
Q

0

・
3
6
8

労
働
省
と
、
単
身
、
あ
る
い
は
三
号
)
に
見
る
よ
う
に
、
六
O

れ
た
。

か
ず
の
状
況
だ
。
「
条
約
亭
託
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
が
、
日
本
は
0
・
8
9
4
6。

子
ど
も
や
老
人
の
い
な
い
労
働
年
代
は
家
族
の
世
話
は
、
女
性
-
喜
雪
害
要
母
語
持
伝
説
襲
撃
ま
5
3華
2

5

3

者
と
の
平
等
を
実
現
す
る
こ
の
仕
事
で
あ
る
と
と
を
前
提
に

掻
層
調
副
圃
噌
可
権
利
を
考
え
る
と
い
う
考
え
方

醤

週

明

だ

っ
た
。
日
本
で
も
、
均
等
法

泌

婦

数

調

の

前

身

で

あ

る

「

勤

労

福

祉

帰

誠
野
い

仁

‘

人
法
」
が
作
ち
れ
た
。
だ
が
、

一
』
疲
幽
門

'

'

』

」

ん
な
こ
と
で
は
男
女
平
等
は

'14a
v
幽
一

圃明

間
同
-
れ
け
'
」
ナ

実
現
で
き
な
い
と
、
国
際
婦
人

観
輔
、
1

1

山

、

出
年
、
国
連
婦
人
の
十
年
へ
と
一
時

幽園田町

棚
J

た
代
は
動
い
て
い
く
。
そ
し
て
、

j

肉

i
込

こ
の
流
れ
の
中
で
確
認
さ
れ
た

臨
静
慰
議
f
践

の

が
、
男
女
の
性
別
富
分
担

勘
司
繍
幽
闘
抑
制
『
需
限

意
識
を
変
え
て
い
く
と
と
だ
っ

相

関

齢

臨

擁

凋

潔

(

た

。
七
九
年
、
女
子
弟
筋
撤
廃

E
圃
・
醐
騨
隊
機
関
、
-
条
約
が
探
沢
さ
れ
、
日
本
は
八

週
.
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隣
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「

五

年

に
批
准
。乙
れ
に
よ
っ
て、

申
島
通
子
支

民

民

眠

肝

昨

年

四

月

に

施

行

さ

れ

た

育

児

V

追
求
喪
主
、
、
、
ミ
や
ま
主
求
、
訳
、
、
ミ
ミ
ミ
揺
さ
ま
お
求
S
公
会
事
、
、
ミ
草
a
s
、
公
求
S
お
さ
お
さ
や
、
食
会
主
S
ミ
求
ミ
求
書
事
3
5
訟
も
主
ax
ミ
ミ
ミ
*
3
3
ミ
や
ミ
著
書
a
a
ミ
s
a
G
a
a
点
、
S
N
a
s
主
式
会
S
S
ミ
a
s
求
お
さ
お
S
S
革
主
主
主
主
命
、、、

党
に
、
な
ん
で
助
成
金
を
や
ら

な
日
れ
ば
な
ち
な
い
の
か
、
と

渋
谷
の
街
を
行
く
人
々
に
訴
え

た
〈
小
遺
挙
区
並
立
制
〉
と
い
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
い

人
が
多
い
が
、
小
選
挙
区
の
方

は
小
政
党
や
組
織
の
な
い
市
民

は
ま
ず
当
遍
で
き
る
持
込
み
な

し
。
比
例
区
は
①
面
倒
職
の
綴
員

五
人
以
上
②
最
近
の
選
挙
で
樽

票
率
三
物
以
上
の
一
党
で
な
け
れ

ば
ダ
メ
で
、
新
党
を
作
ろ
う
-と

い
う
も
の
は
、
=
一十
人
以
よ
の

名
簿
登
械
者
が
い
る
(
供
託
金

一
億
八
千
万
円
い
る
)
。
こ
れ

で
は
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
出

色
れ
る
見
込
与
な
し
。

助
成
金
は
、
国
会
に
b
臓
席

以
上
の
政
党
だ
け
に
分
問
。
ミ

ニ
政
党
は
切
同
日
捨
で
。こ
れ
で
、

な
ん
で
政
治
改
革
に
な
る
の
か

と
怒
り
を
ぶ
つ
り
た
。

(2) 仁土曜日〉 一一

二
十
一
吾
回
、
中
野
区
女
従
会
館
戸
で
、
女
性
問
題
セ
ミ
ナ
ー
「
女
だ
っ
て
社
会
人
男
だ
っ
て

家
庭
人
」
が
始
ま
っ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
I
L
O
-
五
六
号
条
約
を
切
り
口
に
、
女
性
が
働

さ
続
け
る
こ
と
を
三
回
に
わ
た
っ
て
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
。
第

一
回
目
は
、
「
家
族
的
責

任
条
約
の
意
味
」
を
テ
1
?
に
、
中
島
通
手
さ
ん
(
弁
護
士
)
が
、
同
条
約
が
で
き
る
ま
で
の

歴
史
的
背
頭
、
条
約
の
精
神
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
な
が
色
、
軍
表
的
人
権
と
し
て
の

労
働
権
と
『
私
生
活
権
』
が
尊
重
さ
れ
る
と
と
の
大
一
切
さ
を
訴
え
、
条
約
の
示
す
方
向
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
こ
う
と
話
し
た
。

1993年 10月 30日

中島通子iが解説
役割分担の意識変えよう

I
L
O
-
五
六
号
条
約
の
正

式
名
は
、
「
男
良
一労
働
者
特
に

家
族
的
責
任
f点
骨
す
る
労
働
者

の
笠
宮
均
等
及
び
平
等
待
遇
に

関
す
る
条
約
」
と
い
う
。
『
男

女
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
家
族
賀

任
を
担
い
な
が
色
平
等
に
働
く

た
め
に
、
育
児
、
介
授
な
ど
家

族
的
貿
任
を
男
女
共
同
で
行

い
、
社
会
も
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
』

と
い
う
内
容
の
条
約
だ
。
一
九

八
一
年
の
I
L
O
第
六
十
七
回

総
会
で
採
摂
さ
れ
、
十
九
カ
国

(
九
三
年
一
月
現
在
)
が
批
准
。

日
本
は
今
年
の
I
L
O
総
会

ス
ト
ッ
プ
f
小
選
挙
区
制

会書t-/'、来斤降車T

「
佐
川
究
明
、
学
生
寸
市
民
、

議
員

2E」
「
腐
敗
政
治
を
た

中野区女性会館

真
の
政
治
改
革
を
f

佐
川
疑
惑
も
忘
れ
る
な

だ
そ
う
r
全
国
市
民
主
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
な
ど
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、

〆
沖
N

us

'
 

野
村
さ
ん
は
、
京
都
生
ま
れ

の
八
十
三
歳
。
戦
中
、
故
賀
川

豊
彦
さ
ん
の
「
江
東
消
貫
生
活

組
合
」
運
動
に
共
鳴
し
上
京
。

戦
後
、
労
働
者
家
族
の
組
織
化

(
総
評
主
婦
の
会
)
の
創
設
や

消
費
者
運
動
に
取
り
組
む
。
一

九
七
五
年
に
は
「
海
外
市
民
活

動
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
。

季
刊
認
「
海
外
の
市
民
活
動
」

を
発
存
し
、
外
国
の
消
費
者
活

動
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
消
費
者
運
動
は
、
も
は
や

日
本
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
日
本
も
世
界
の

流
れ
の
中
に
位
置
し
て
い
る
の

パ
ブ
リ
ッ
ク

サ

ー

ビ

ス

で
す
。
世
界
の
流
れ
を
据
置
し
、

国
際
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
函
咽

ん
で
闘
う
と
と
が
迫
A
玩
て
い

る
時
代
な
の
で
す
」
と
一
首
う
の

が
野
村
さ
ん
の
持
論
で
あ
り
口

癖
で
も
あ
る
。
盤
募
作
っ
て

は
外
国
に
出
か
け
、
梢
賞
者
運

動
家
や
団
体
と
友
好
宇
滋
め
、

そ
の
情
報
を
市
民
運
動
に
活
か

レ
て
き
た
。
ま
た
、

I
O
C
U

(
国
隙
消
費
者
機
構
)
の
元
会

長
の
ア
ン
ワ
・
フ
ァ
ザ
l
ル
さ

ん
の
推
測
で
、

一
九
八
四
年
か

ち
l
O
C
U
の
特
別
顧
問
と
し

て
も
z
結
盟
し
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
は
、
野
村
さ
ん

野
村
か
つ
子
さ
ん

人
聞
が
生
き
て
い
く
う
え
で

欠
か
す
と
と
の
で
き
な
い
の

が
ρ

食
べ
る
H

こ
と
で
す
。
食

べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歯
手
便

っ
て
食
物
を
か
み
砕
き
、
内
臓

へ
お
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

歯
の
丈
夫
な
若
い
と
ろ
、
私

た
ち
は
、
あ
た
円
前
の
よ
う
に

も
の
薪
蚤
ベ
、
歯
が
健
在
で
あ

る
乙
と
の
あ
り
が
た
さ
宇
且
ホ
り

感
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ム
シ
歯
が
痛
く
な

る
と
と
は
あ
っ
て
も
、
歯
医
者

に
駆
り
込
ん
で
処
置
を
し
て
も

ち
え
ば
、
後
は
ケ
ロ
リ
と
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

し
か
し
牢
を
重
ね
、
欠
け
た

歯
が
地
元
出
す
と
、
と
た
ん
に

歯
の
あ
円
が
た
さ
が
身
に
し
み

い
昨
今
の
情
勢
だ
が
、
今
年
、

こ
れ
か
ち
の
焦
点
は
事
制
度

の
改
革
(
悪
0
)
。
な
ん
で
政

治
改
革
が
選
挙
区
制
度
を
変
え

る
と
と
に
な
る
か
、
佐
川
疑
惑

究
明
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、

そ
れ
に
支
持
し
て
も
い
な
い
政

く金竹小〉の壷竹は霞んだが小は
値在、く小沢さん〉の島由も出て

の
と
れ
ま
で
の
真
穆
な
活
動
と

十
年
前
、
韓
国
か
ら
生
活
協
同

組
合
作
り
の
た
め
、
日
本
に
視

察
に
来
た

一行
に
、
献
身
的
に

指
導
と
助
言
を
し
た
。
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
カ
ナ
ア
ン
信
用
協
同

組
合
の
設
立
を
は
じ
め
、
各
地

の
組
合
設
立
に
活
か
さ
れ
、
今

や
韓
国
は
、
位
活
協
同
組
合
法

制
定
を
求
め
る
ま
で
に
成
長
し

た
。
そ
の
陰
の
功
労
者
で
あ
る

野
村
さ
ん
に
光
が
当
て
ら
れ
た

と
い
、
つ
こ
と
だ
。

授
賞
式
は
九
月
四
目
、
ソ
ウ

ル
市
カ
ナ
ア
ン
腿
軍
学
校
で
行

わ
れ
、
参
加
者
は
、
平
人
を
越

え
た
。
受
賞
対
象
者
は
「
農
業

分
野
」
「
産
業
分
野
」
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
」
の

ま
す
。
ど
ん
な
に
い
い
入
れ
歯

を
入
れ
て
も
、
自
前
の
箇
の
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
若
い
頃
、

好
物
だ
っ
た
せ
ん
ぺ
い
も
、
演

を
の
ん
で
我
慢
で
す
。

た
っ
た
一
本
の
歯
を
入
れ
歯

に
し
た
だ
け
で
も
噛
む
カ
は
一

劃
落
ち
、
総
入
れ
歯
で
は
自
分

の
歯
の
ニ
六
必
く
色
い
し
か
な

い
と
一
言
わ
れ
ま
す
。
噛
む
力
が

三
名
で
、
受
賞
資
格
は
、
ア
ジ

ア
の
国
々
の
発
展
の
た
め
に
奉

仕
す
る
無
名
の
活
動
家
。
野
村

さ
ん
の
受
賞
し
一
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

職
場
で
の
賃
金
差
別
や
首
切
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
恋
人
の
畏
力
、

外
国
人
女
性
へ
の
性
的
搾
取
と
い
っ
た
悩
み
を
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
、
十
月
二
十
九
日
、

東
京
で
草
の
根
の
女
性
た
ち
に
よ
る
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

(
宮
0
4
2
2
・
7
1
・
0
o

g
-
-毎
金
曜
日
夜
七
時
1
十
時
)
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
当
面
は
週
一
回
、
電
話
で
相
談
を
受

け
る
が
、
将
来
は
「
皮
暴
力
セ
ン
タ
ー
と
レ
て
、
女
性
た
ち
の
自
由
な
渚
動
を
支
YZ
る
場
に
発

展
さ
せ
た
い
」
と
い
う
。
一
干
三
日
に
は
池
袋
・
エ
ポ
y
ク
叩
で
、
霞
立
記
念
集
ロ
が
開
か
れ
、

落
合
恵
子
さ
ん
が
講
演
し
た
。

は

「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は

一年
前
、
東
京
・
立
川
市
で
起

き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
に
よ

る
日
本
人
男
性
刺
殺
事
件
を
き

っ
か
け
に
集
ま
っ
た
女
性
疋
ち

の
手
で
準
備
が
進
め
ち
れ
て
き

た
。
滞
日
ア
ジ
ア
人
女
性
を
追

い
つ
め
る
危
機
関
状
況
、
そ
れ

は
女
性
の
人
権
問
題
で
あ
る
、

我
々
日
本
人
女
性
と
無
関
係
で

は
な
い
、
そ
ん
な
思
い
の
中
か

ち
「
女
性
の
人
憶
を
輔
重
し
、

性
暴
力
を
評
さ
な
い
。
反
性
暴

力
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
を

作
り
た
い
」
と
い
う
話
が
持
ち

上
が
っ
た
。

横
浜
で
国
籍
を
閤
わ
ず
女
性

の
相
談
に
当
た
り
、
緊
急
避
難

ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
ド
イ
ツ
人

の
看
護
婦
、
エ
マ
・
フ
レ
イ
シ

、ζ
Jャ
ー
さ
ん
だ
。

「
私
が
受
賞
し
た
と
い
う
と

と
よ
り
、
侵
略
、
統
治
と
い
う

過
ち
を
犯
し
た
日
本
人
に
、
線

国
が
そ
う
し
た
も
の
者
晶
画
天
て

貨
を
く
だ
さ
っ
た
乙
と
に
大
き

で
き
る
部
屋
を
持
つ
「
み
ず
ら
」

の
よ
う
な
活
動
を
と
考
え
た
が

「
東
京
で
は
ス
ペ
ー
ス
確
保
に

金
が
か
か
る
。
ま
ず
で
き
る
と

と
か
ら
」
と
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
電
語
相
談
に
取
ロ
組
む
こ

と
に
な
っ
た
。

開
波
に
向
け
、
今
年
五
月
か

ら
四
固
に
わ
た
っ
て
公
開
の
瞳

備
筒
座
を
開
催
。
専
門
家
者
調

師
に
椙
談
現
場
で
の
状
況
、
法

嚇

一

刊

一

宙掛齢

一

偉
問
題
、
福
祉
行
政
サ
J
ピ
ス

の
活
用
等
を
学
ん
で
き
た
。

包
括
相
談
は
ぬ
こ
れ
ら
の
知

織
を
生
か
レ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
鰐
習
を
受
け
た
約
三
十
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
化

ち
、
井
髄
士
、
医
師
な
ど
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
担
雪
。

「働
く
と
と
と
性
差
別
を
考

え
る
三
多
摩

2
Z」
「
性
暴
力

と
闘
う
女
た
ぢ
の
ネ
ッ
ト
ワ
l

村
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
の
消
費

者
連
覇
家
・
ラ
ル
フ

・
ネ
!
ダ

ー
の
言
葉
「
共
犯
の
尽
力
」
「沈

黙
の
悪
巴
を
引
用
し
、

「白

本
が
ア
ジ
ア
諸
国
で
行
っ
た
侵

略
、
戦
争
、
従
軍
慰
安
婦
の
問

題
は
政
府
だ
り
の
一責
任
で
は
な

い
。
再
び
通
詞
手
』
犯
さ
な
い
よ

ア
ジ
ア
に
目
を
/

各
国
間
の
友
好
を
深
め
る

-
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
、
一
回

目
が
タ
イ
の
民
主
化
運
動
の
先

頭
に
た
っ
て
闘
っ
た
元
バ
ン
コ

ク
市
長
・
将
軍
の
S
・
チ
ャ
ム

ロ
ン
さ
ん
、
二
回
目
は
、
韓
国

・

大
邸
で
長
年
に
わ
た
っ
て
ハ
ン

セ
ン
氏
病
患
者
の
た
め
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た
オ
l

落
ち
る
と
胃
に
負
担
が
か
か

り
、
栄
養
の
吸
収
も
悪
く
な
り

ま
す
。
固
い
も
の
を
避
け
る
の

で
、
儒
蛍
に
な
り
、
食
欲
も
港

ち
て
き
一
ま
す
。
発
音
が
想
く
な

る
、
ボ
ケ
に
も
つ
な
が
る
と
い

い
ま
す
。
ま
さ
に
歯
は
グ
健
康

の
も
と
'
な
の
で
す
。

「八
O
二

ο運動
」
を
全
保

じ
で
す
か
?
厚
生
省
が
呼
び
か

「
む
し
歯
」
も
「
歯
周
病
」

小
学
生
の
聞
に
も
歯

周
病
は
ふ
え
て
い
る

「
で
も
〉
八
O
二
少

な

ど
と
い
っ
て
も
、
隣
近
所
親
知

縁
者
見
渡
し
て
も
、
八
十
歳
で

ち
ゃ
ん
と
歯
の
あ
る
人
な
ん
か

い
な
い
わ
」
と
い
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
確
か
に
現
状
で
は
、

八
十
歳
で
二
十
本
歯
を
保
っ
て

い
る
人
は
稀
で
す
。一

九
八
七

年
の
厚
生
省
の
歯
科
実
態
調
査

で
は
、
八
十
歳
の
平
均
残
存
歯

数
は
四
本
、

七
十
歳
は
七
・
九

本
で
し
た
。
ニ
十
本
と
四
本、

ず
い
ぶ
ん
遣
い
ま
す
ね

f

多
く
の
年
寄
り
が
歯
を
失
っ

て
い
る
の
で
、
私
た
ち
は
H

年

を
と
っ
た
ろ
歯
が
苗
甘
く
な
る
の

は
当
た
り
前
H

と
宿
命
の
よ
う

に
思
っ
て
い
ま
し
た
5

ご
く
稀

に
高
品
者
で
歯
が
残
っ
て
い
る

人
が
い
る
と
H

あ
の
人
は
、
も

と
も
と
歯
が
丈
夫
だ
っ
た
ん

だ
H

と
勝
手
に
思
い
こ
み
、
納

得
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
歯
を
失
う
原
因
は
、

老
化
で
は
な
く
、
細
菌
感
染
な

の
で
す
。

な
ん
で
歯
が
抜
け
た
か
(
抜

い
た
か
)
の
原
因
を
調
べ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
が
、
ム
シ
歯
か
歯
周

病
で
す
。一

九
九
一
年
神
奈
川

も
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
日
本

の
マ
ス
コ
ミ
人
の
中
で
、
こ
の

貨
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は

少
な
い
で
し
ょ
う
。
畝
米
に
ば

か
り
目
を
向
げ
な
い
で
、
ア
ジ

ア
へ
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と

搬
虚
。受
賞
後
の
ス
ピ
ー
チ
て
も
野
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り
て
い
る
成
人
歯
科
保
誕
の
推

海
自
原
|

i八
十
歳
に
な
っ
て

も
自
分
の
歯
を
二
十
本
保
と

う
、
と
い
う
運
動
で
す
。

二
十
八
本
の
永
久
歯
(
親
知

色
ず
を
ス
れ
る
と
三
十
二
本
)

の
う
ち
、
二
十
本
保
っ
て
い
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
を
お
い

し
く
食
べ
る
と
と
が
で
き
る
の

で
す
r

原
因
は
細
菌
の
塊
(
歯
垢
)
で
す

県
歯
科
医
師
会
の
調
査
で
、
抜

歯
の
原
因
は
、
ム
シ
圃
必

・

3
物
、
歯
周
病
日
制
・
8
必
、
そ

の
他
(
事
故
な
ど
)
8
・
i
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
は
歯

医
者
さ
ん
の
抜
歯
の
統
計
で
す

か
ち
、

d

年
を
と
っ
て
歯
の
一
根

が
弱
っ
て
自
然
に
按
け
た
H
(
実

は
乙
れ
も
歯
周
病
)
と
思
っ
て

い
る
人
を
入
れ
た
ち
、
歯
周
病

で
歯
を
失
っ
た
串
は
も
っ
と
上

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
則
。
資
料
(
厚
生
省
歯
科

疾
患
実
態
調
査

・
昭
和
白
年

度
)
に
よ
る
と
、
四
十
歳
前
後

で
約
お
必
の
人
が
歯
周
病
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
F

ム
シ
歯
は
子
ど
一
も
や
若
い
人

に
多
く
、
細
菌
に
よ
る
も
の
と

い
う
こ
と
が
昔
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
献
し
い
痛
み
も
あ

り
、
歯
医
者
さ
ん
へ
行
く
、
と

い
え
ば
ム
シ
歯
と
思
っ
て
い
た

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い

る
歯
グ
キ
が
ダ
メ
に
な
る
病
気

で
す
。
歯
グ
キ
が
炎
症
を
お
こ

し
赤
く
腫
れ
ま
す
H
(歯
肉
炎
)

H
。
と
れ
が
さ
ら
に
進
む
と
歯

を
支
え
る
骨
(
歯
楢
骨
〕
な
ど

周
り
の
一
組
織
金
体
に
進
行
し
H

歯
周
炎
(
歯
ソ
l
ノ
1
ロ
l
)

年齢別の歯周病にかかっている人の割合

圏 醐炎 口 酬炎 . 保存処置図版 園 闘のU 者
% 
1凹

80 

国

学生、市民、議員の会が
集会、デモ、リレー演説

60 

。

H
つ
い
に
は
歯
が
抜
け
ま
す
。

が
、
困
っ
た
と
と
に
、
初
期
に

は
さ
し
て
痛
み
も
な
い
た
め
本

人
も
気
が
つ
か
ず
、
気
が
つ
い

た
時
は
歯
は
グ
ラ
グ
ラ
で
手
遅

れ
と
い
う
乙
と
が
多
い
の
で

す。
昔
は
こ
の
原
因
が
よ
く
分
か

ら
ず
、
年
を
と
る
と
歯
が
弱
る

の
は
仕
方
が
な
い
と
、
老
化
現

象
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
し

-
O
 

ナ
'

最
近
の
研
究
で
、
乙
の
歯
周

病
も
、
ム
シ
歯
と
同
じ
よ
う
に
、

原
因
は
歯
垢
(
プ
う
l
ク
)
の

中
の
一
細
菌
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

←奥歯の殴み合わせ

←歯と歯の問

台~

100人全が軍参加し、盛会だった12意蝿告

自分流が基本です:

40 

20 

特に注意してみガ
くところ

訴
訟
包
必
然
椛

uwdm均
成
技
法
鎗

a
m惣
3a@mw

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、

-
緒
に
考
え
、
対
処

す
る
横
な
ら
び
の
支
援
と
理
解

し
て
ほ
し
い
。
今
、
苦
し
ん
で

い
る
、
困
っ
て
い
る
、

そ
ん
な

と
と
を
遠
慮
な
く
相
談
し
て
」

と
ス
タ
ッ
フ
は
話
し
て
い
る
。

ク
羽
(
S
T
O
N
W
)
」
「
ア
記
念
集
会
で
「
沈
黙
を
磁
つ

ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
」
「グ
ル
l
て
l
今
l
」
を
デ
!
?
に
裡
涜

プ
・
性
ど
実
皇
制
を
考
え
る
」
し
た
謡
合
さ
ん
は
、
新
酬
の
人

が
支
援
グ
ル
ー
プ
と
し
て
加
わ
生
相
談
や
自
著
『
ザ
・
レ
イ
プ
」

る

。

の

話

な

ど

を

引

き

、

「

性

暴

力

三
年
前
、
「
性
暴
力
を
な
く
は
女
の
、
民
女
も
悪
い
と
い

そ
う
」
と
女
た
ち
が
集
ま
的
発
う
笠
宮
通
念
で
、
被
害
者
の
多

足
さ
せ
た

「
ST
O
N
川
町
」
は

く

は
自
分
を
責
め
立
て
て
き

「
性
暴
力
被
雀
に
、
(
対
処
の
た
。
が
、
女
た
ち
は
今
沈
黙
を

方
法
が
分
か
ら
ず
)
泣
き
寝
入
破
り
、
語
り
、
行
動
亭
民
間
め
た
」

り
し
て
き
た
女
性
た
ち
が
伊
U

と
話
し
、
「

一
度
沖
合
い
で
生

づ
っ
声
を
よ
げ
始
め
た
。
ど
う
申
φ
れ
た
波
は
ど
ん
な
力
者
持
つ

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
女
性
て
し
で
も
幅
押
し
戻
せ
な
い
。
私

た
ち
の
た
め
に
ア
ン
テ
ナ
が
沢
た
ち
は
そ
れ
を
知
っ
て
し
ま
っ

山
立
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
」
。

た
。
そ
の
私
た
ち
の
ロ
に
離
が

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
フ
タ
を
で
き
る
の
か
。
変
わ
ら

の
寒
態
調
査
、
性
差
別
裁
判
の
な
い
も
の
は
い
っ
ぱ
い
あ
る

支
援
一
等
を
行
っ
て
い
る
コ
ニ
多
が
、
何
か
が
変
わ
る
」
と
、
熱

摩

宏
E

」
は
「
活
動
を
通
し
て
、
い
エ
l
ル
を
お
く
つ
た
。

安
心
し
て
相
談
で
き
る
場
所
、

o

w
駆
け
込
み
寺
H

的
な
施
授
が
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で

絶
対
必
要
だ
と
実
感
し
て
い
は
女
性
の
相
談
・
サ
ポ
ー
ト

・

る

」

専

門

の

各

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ス

タ

ま
た
、
六
年
前
か
ら
離
婚
、
ッ
フ
を
募
集
中
。
専
門
ス
タ
y

傷
害
事
件
の
裁
判
ば
ど
外
国
人
フ
は
看
護
婦
、
通
訳

(特
に
ア

女
性
の
相
談
・
支
援
に
取
り
組
ジ
ア
の
言
葉
)
な
ど
。
財
布
ス

ん
で
い
る
「
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
タ
y
フ
は
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
基

の
会
」
は
「
ケ
1
ス
が
多
く
て
金

一
口
一
万
円
、

宝

琵
A
六

対
応
し
切
れ
な
い
」
と
し
て
お
千
円
、
B
三
千
円
。郵
便
復
醤

・

り
、
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
東
京

・
4
1
7
1
3
3
5
6

は
グ
待
ち
か
ね
た
開
設
。
と
い
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

。
適

え
る
。

絡
は
、
嬰
京
都
圏
分
寺
市
国
分

相
談
は
無
料
。

「
一
方
的
に
寺
郵
便
局
私
曲
目
箱
三
十
二
号
。

(餌3種郵恒物毘可)

長
年
に
わ
た
っ
T
渦
賞
者
運

動
や
協
同
組
合
運
動
に
力
宇
拝
は

い
で
き
た
野
村
か
つ
子
さ
ん

が
、
今
回
、
斡
国
の
イ
ル
ガ
賞

翠
心
財
団
が
制
定
し
た
国
際
賞

で
あ
る
H
第
三
園
イ
ル
ガ
常
ハ

ア
リ
ッ
ク
・
ザ
l
ビ
ス
部
門

賞
H

を
、
日
本
人
と
し
て
は
初

め
て
受
賞
し
た
。

5-14 15-24 25・ー34 35-44 45-54 55-64 日-74 75-怠

り 'I'.ñ術科!~!!!'. 'Jf:.態湖任}

口
の
中
に
常
に
は
唾
液
が
あ

り
た
く
さ
ん
の
細
菌
が
棲
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
血
液
の
成
分
か

ち
商
い
透
明
な
艇
が
作
ち
れ
、

歯
の
表
面
を
硬
い
ま
す
。
こ
こ

に
各
種
の
細
闘
が
付
着
し
、
さ

ら
に
小
喜
美
カ
ス
な
ど
が

混
じ
り
相
殖
し
て
歯
垢
と
な
り

ま
す
。歯
垢
は
ま
さ
に
細
菌
の
焼
、

一
時
の
中
に
一
億
個
も
の
細

菌
が
慎
ん
で
住
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

ム
シ
歯
の
主
宏
原
因
と
な
る

の
は
ミ
ュ
l
タ
ン
ス
菌
ι
食
物

中
の
糖
分
を
栄
笠
源
に
し
て
酸

を
作
り
増
殖
し
、
歯
を
溶
か
し

ま
す
。

第 1046号

{明利I5Zff.

(揖3種郵{更物留可)

←歯と歯ぐきの境い目

歯
肉
炎
の
原
因
と
な
る
の
は

ア
ク
チ
ノ
マ
イ
セ
ス
・
ピ
ス
コ

l
ザ
ス
閣
な
ど
数
種
類
の
闘
で

す
。
歯
と
歯
グ
キ
の
聞
に
た
ま

っ
た
歯
垢
の
中
に
い
て
泊
殖

し
、
歯
グ
キ
に
炎
症
を
お
こ
し

ま
す
。
歯
と
歯
グ
キ
の
民
自
に

(
ポ
ケ
y
ト
)
が
で
き
、
さ
ち

に
歯
垢
が
た
ま
り
ま
す
。

歯
車
帽
を
放
置
し
て
お
く
と
唾

液
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン

に
よ
っ
て
石
灰
化
し
固
い
歯
石

と
な
り
、
い
よ
い
よ
取
れ
に
く

く
な
り
ま
す
。

歯
グ
キ
は
赤
く
腫
れ
、

5
ょ

っ
と
し
た
刺
激
で
出
血
し
ま

す
。
さ
色
に
進
行
す
る
と
、
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
は
さ
ら
に
深
く
な

り
(
真
性
ポ
ケ
ッ
ト
)
、
遂
に

歯
を
支
え
る
骨
(
歯
摺
骨
)
も

溶
け
、
歯
が
絞
り
て
し
ま
い
ま

す。
歯
周
病
は
成
人
病
と
一
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
〉
恩
返
で
は

小
学
生
に
も
多
く
見
ち
れ
る
よ

う
に
な
皇
ま
し
た
。
五
1
十
四

歳
の
子
ど
も
の
三
人
に

一
人
が

か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
ず

か
ら
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
ι
食

生
活
の
変
化
(
精
分
過
多
、
柔

ら
か
い
物
ば
か
り
食
品
へ
る
)
な

ど
が
大
き
な
鼠
因
と
=
一
百
わ
れ
ま

す
。
自
覚
廷
状
が
少
な
い
だ
け

に
要
注
意
で
す
。

歯
の
不
健
康
は
万
痛

の
も
と
に
な
り
ま
す

た
か
が
歯
、
核
ζ

と
ア
マ
く

見
て
い
た
色
大
変
で
す
c

「歯

で
は
死
な
な
い
」
と
言
う
の
は

ウ
ソ
で
す
。

歯
や
歯
グ
キ
に
病
気
が
あ
る

と
、
心
臓
病
、
時
臓
病
、
リ
ュ

ウ
マ
チ
、
皮
膚
炎
な
ど
、
身
体

の
各
雨
の
疾
患
の
読
図
に
な
る

と
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
の
噛
み

合
わ
せ
が
惑
い
と
、
肩
こ
り
、

偏
頭
痛
、
耳
鳴
門
な
Y
涯
起
こ

す
と
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
が
悪

く
な
っ
て
十
分
な
租
鴨
が
で
き

な
い
乙
と
か
ら
胃
腸
陣
筈
を
起

こ
す
と
と
も
あ
的
手
品
す
。

歯
周
病
の
人
の
歯
肉
の
血
を

採
血
し
、
培
援
す
る
と
パ
イ
菌

が
生
支
て
き
ま
す
。
歯
周
病
の

人
が
食
物
を
食
べ
る
と
、
パ
イ

歯
が
、
一
時
的
に
血
授
の
中
に

流
れ
、
身
体
中
を
面
的
重
す
。

と
れ
を
歯
血
症
と
い
い
ま
す
。

た
ま
に
で
す
が
、
乙
の
パ
イ

菌
が
内
臓
に
く
っ
つ
き
、
病
気

を
発
生
さ
せ
る
康
図
に
な
る
乙

と
も
あ
り
ま
ず
か
ら
、
た
か
が

歯
の
病
気
と
パ
カ
に
で
き
ま
せ

ん
。
歯
の
不
健
康
は
万
病
の
元

で
す
。

v 

う
、
自
分
の
生
活
の
場
か
金
声

を
大
に
し
て
一
呼
び
か
旬
、
大
合

唱
を
作
っ
て
、
政
府
や
惜
の
中

の
反
人
民
的
政
策
と
闘
っ
て
い

く
。
そ
れ
が
迷
惑
を
か
け
た
韓

国
に
対
し
て
、
日
本
の
一
市
民

と
し
て
の
償
い
」
と
述
べ
た
。

六
日
、
背
五
台
の
大
紡
領
官

で
も
、
八
十
歳
で
二
十
本
、

そ
ん
な
の
た
だ
の
目
療
で
無
理

で
し
ょ
う
、
年
取
れ
ば
誰
だ
っ

て
歯
は
一悪
く
な
る
も
の
、
と
思

っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
あ
き
ら
め
な

い
で
下
さ
い
。
歯
を
失
う
の
は

老
化
で
は
な
い
の
で
す
F
歯
の

手
入
れ
、
正
し
い
歯
み
が
き
を

し
、
口
の
中
宇
清
潔
に
保
つ
乙

と
で
、
歯
の
健
康
は
守
一
れ
る
の

で
す
/
十
一
月
八
日
は
二
八
の
日

(
い
い
歯
の
臼
)
で
す
。
正
じ

い
歯
と
歯一
み
が
き
の
知
関
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
f

軽
い
力
で
歯
の
す
み

ず
み
ま
で
磨
こ
う
I

で
は
、
こ
の
大
切
な
歯
の
健

康
を
保
つ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
答
は
た
だ

一
つ
。
毎
日
の
歯
み
が
き
を
き

ち
ん
と
レ
、
歯
垢
を
取
り
除
く

こ
と
で
す
。

歯
括
は
う
が
い
で
は
と
れ
ま

せ
ん
。
歯
屈
を
逗
と
す
に
は
、

歯
を
み
が
く
l
!
プ
ラ
ッ
シ
ン

グ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
み
が
き
は
、
も
の
を
食
べ

た
後
す
ぐ
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
ま

し
ょ
う
。
食
べ
た
後
、
歯
を
み

が
か
な
い
で
い
る
と
、
掴

F戸中

の
細
菌
が
わ
ず
か
数
分
の
う
ち

に
歯
を
溶
か
す
酸
を
作
り
ま

す
。
禽
へ
た
時
と
み
が
く
時
の

時
聞
が
短
い
ほ
ど
効
半
が
い
い

わ
け
で
す
。
ま
た
、
眠
っ
て
い

る
聞
は
、
臣
認
に
よ
る
自
浄
作

用
が
鈍
る
の
で
、
就
寝
前
は
し

っ
か
り
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

み
が
き
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の

毛
先
を
歯
商
に
し
っ
か
り
当
て

(
日
制
度
の
角
度
で
あ
て
る
方
法

v 

歯

周
病I(胴船

あ
な
た
の
歯
・
セ
ル
フ
チ
ェ

。
歯
一
と
歯
の
閣
は
き
れ
い
な
三

角
形
。
歯
グ
キ
は
薄
い
ピ
ン
ク

色
で
ひ
き
し
ま
っ
て
い
る

ア
ド
バ
イ
ス
H
健
康
で
す
F

た
だ
し
油
断
は
禁
物
。毎
日、

効
果
的
に
念
入
り
に
プ
ラ
ッ

シ
ン
グ
し
て
、
乙
の
状
態
を

保
ち
ま
し
ょ
う
0

0
歯
と
歯
の
閤
宰
河
端
部
が
腫

れ
て
丸
み
を
お
び
、
歯
グ
キ
が

赤
く
な
っ
て
く
る
。
歯
グ
キ
が

む
ず
が
ゆ
く
、
制
閣
が
浮
く
感
じ

が
す
る
と
と
も
あ
る
。
歯
み
が

き
脊
v
す
る
と
、
幽
グ
キ
か
色
出

ツ

ク

血
す
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
H
歯
肉
炎
を
起

と
し
て
い
る
可
能
医
あ
り
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
主
文
り
に

し
ま
す
。
特
に
歯
と
歯
グ
キ

の
間
(
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
)
を

念
入
り
に
。
歯
医
者
さ
ん
に

邸
で
金
泳
三
(
キ
ム
・
ヨ
ン
サ

ム
)
大
統
領
去
議
し
た
時
も

同
様
の
主
旨
を
述
べ
た
と
と

ろ
、
大
統
領
に
明
N
慰
安
婦
H

に
さ
れ
た
人
た
ち
へ
の
お
金
は

言
わ
れ
た
と
い
う
。

「
穴
が
あ
れ
ば
隠
れ
た
い
思

い
だ
っ
た
」
と
。

な
お
、

「
野
村
か
つ
子
さ
ん

の
イ
ル
ガ
賞
受
賞
報
告
会
」
が

(イ
ル
ガ
賞
介
ほ
〉

鵠
国
の
有
名
な
社
会
運
動
家

で
、
蟻
民
の
父
と
い
わ
れ
た
キ

ム
・
ヨ
ン
ギ
牧
師
の
功
績
と
精

神
を
広
め
る
た
め
に
、
三
年
前

創
設
さ
れ
た
。
イ
ル
ガ
と
は
一

家
と
い
う
意
味
で
、
韓
国
全
体

も
一つ
の
家
で
は
な
い
か
と
、

イ
ル
ガ
主
義
を
喧
え
た
。
荒
れ

地
の
開
拓
、
農
軍
学
校
を
創
り

次
代
を
担
、
三
百
者
た
ち
の
育
成

に
力
#
き
さ
、
貧
困
と
無
知
に

打
ち
勝
つ
実
践
活
動
を
麗
開
。

そ
の
キ
ム
牧
師
の
思
想
を
ボ
キ

ミ
ズ
ム
(
福
民
主
義
)
と
呼
ぶ
。

イ
ル
ガ
貨
は
「
イ
ル
ガ
の
情
熱

的
な
開
拓
者
精
神
を
賞
賛
す
る

だ
け
で
な
く
、
他
人
を
助
け
る

た
め
に
献
身
し
て
き
た
、
世
に

認
め
色
れ
て
い
な
い
人
々
を
称

え
る
」
乙
と
を
目
的
に
し
て
い

る。

クレ?I

が
み
が
き
や
す
い
と
思
い
ま

す
)
。
歯
プ

-7ν
の
毛
の
弾
力

を
生
か
し
て
細
か
く
掻
動
さ

せ
、
み
が
き
残
し
の
な
い
辛
つ

順
番
に
、
歯
の
表
だ
け
で
な
く

裏
も
、
一
本
一
本
み
が
く
気
持

ち
で
す
み
ず
み
ま
で
プ
ラ
ッ
シ

ン
グ
位
草
す
。
特
に
歯
垢
の
つ

き
や
す
い
、
歯
と
歯
グ
キ
の
一境

目
、
歯
と
歯
の
問
、
奥
歯
の
帥
噛

み
合
わ
せ
の
と
と
ろ
亭
ャ
念
入
り

に
み
か
き
ま
す
。

乙
m日
時
、
特
に
注
意
し
た
い

の
は
、
un

軽
い
力
で
み
が
く
H

と
い
う
乙
と
で
す
。
と
つ
も
日

本
人
に
は
H
歯
み
が
き
は
ゴ
シ

ゴ、

y
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
て
、
や
た
ち
に
力
を
入
れ
て

み
が
く
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

力
を
ス
れ
で
も
歯
垢
は
港
ち
ま

せ
ん
ι
歯
や
歯
グ
キ
亭
傷
つ
切

る
だ
け
で
す
。
一
一
一
百
グ
ラ
ム
く

色
い
の
力
で
、
軽
く
、
少
し
ず

つ
、
確
実
に
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す

る
さ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

ι一
一
百
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
力
H

と
い
う
の
が
ど
の
《
ち
い
か
よ

く
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、

台
所
パ
カ
リ
の
ょ
に
歯
ブ
ラ
シ

を
あ
て
て
、
計
っ
て
み
る
と
い

い
と
患
い
ま
す
。
い
つ
も
の
自

分
の
歯
を
み
が
く
力
が
、
意
外

に
強
い
(
強
す
ぎ
る
)
乙
と
に

気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
出
で
磨
け
な
い
と

き
洗
口
液
の
活
用
を

ラップ。といえば、..

DEBUTI自由空間DI

いつでもサッと引き出せて、すばや〈むだな〈包めるワンタッチラッピンク;水蒸気や酸素をjJliしに<(コシとツキも抜群の素材

だから、お料理の味t香りをしっかり包んて、逃がさない。おまけに耐軌温度140'C耐冷温度マイナス6O"C、アリーザーから出して
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ニュークレラフス品質の違いは、お使いになれば、きっtおわかりいただけます。回目'司E可3圃rv可:)V.I‘ー，。

女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
発
進

あ
ら
ゆ
る
性
差
別
に
つ

N
O
/
」を

必
要
な
い
。
補
償
は
緯
国
が
や
十
二
月
四
日
(
土
)
午
後
二
時

る
。
そ
の
た
め
の
予
算
も
単
備
か
ち
主
婦
会
館

(
J

R
四
ツ
谷

し
て
い
る
。
田
本
は
道
徳
的
に
駅
前
)
で
行
わ
れ
る
。
会
費
二

歴
史
的
意
識
掛
詩
っ
主
過
去
の
千
円
。

過
歪
を
謝
罪
す
る
乙
と
だ
」
と

ニ2ークレラップ幅30伺 X長"'20m

フリーザー・電子レンジ a・~

一一幽60'(:-叫 σc・』由
一 一

く
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「歯周ポケット」をきれいにすれば、
「歯周病」は防げま京

-薬用漉状ハミガキ
液状なので歯周ポケットのすみすみまですばやく広がり、殺菌剤(トリクロサン)

が歯周病の原因菌を殺菌してクリーンにしま主

言語記号喜多孝idE;225日信長量53FC革主主25iZ2E333335里
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fiiii;iilzlii;話!?21i1iiiiiF1iiiziI52325i

• -ハブラシ
せまい街周ポケットに楽に届く新開発極細加工のソフト8スリム毛が、歯周
ポケットの中の歯垢もしっかり落としまま日

φ 
時

急

電

-薬用デンタルリンス
新製法で活性配合した殺菌剤(題化セチルピリジニウム)が、フラッシング後の歯

周ポケットをコ 卜して原因菌の繁殖を抑え、クリ ンに保ちま五 ヰ

A 
t 

[新発売]

デ
ン
タ
ン
ス
テ
マ
ハ
ブ
ラ
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デ
ン
タ
l
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テ
マ

曹
関
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デ
ン
タ
ル
リ
J
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50
d
/
8
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会最 f、来斤胆胃

川
川
川
川
川
川
休
業
法
も
、
女
子
の
み
と
す
る
と
の
条
約
が
批
准
さ
れ
れ
准
す
る
に
は
、
中
身
の
議
論
を
働
く
こ
と
だ
け
を
強
調
し
、
私
批
准
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

相

也

州

制

川
剛
山
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ば
、
「
保
警
平
等
も
」
が
実
し
、
政
府
に
届
け
玄
批
准
さ
せ
生
活
が
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
条
約
の
を
た
方
向
に
希
望
を

阿
川
!?
人
間
川
間
川
川
川
山
Y川
川
川
州
経
線
が
あ
る
。
現
す
る
の
だ
が
、
中
島
さ
ん
は
る
乙
と
が
大
切
だ
」
と
中
島
さ
を
正
し
て
い
《
必
要
が
あ
る
と
も
っ
て
第
力
し
て
い
こ
う
」
と

h
H
H川川
糊

川

川

山

山

川

I

L
O
一一一一一一号
勧
告
も
、
「
喜
び
の
反
面
、
乙
霊
ま
い
ん
は
言
う
。
い
う
。
「
働
く
こ
と
は
基
本
的
締
め
く
く
っ
た
。

川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
男
女
と
も
に
職
業
生
活
と
家
庭
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
心
配
そ
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
人
権
謀
、
私
生
活
も
基
本
的

。

で
、
や
っ
と
批
准
の
予
{
正
が
あ
え
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
育
生
活
を
両
立
す
る
と
と
が
で
き
も
半
分
あ
き
と
き
っ
。
日
本
は
、
「
世
需
単
位
か
ら
個
人
単
人
権
。
ど
う
生
き
る
か
、
個
人
次
回
の
乙
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

る
こ
と
を
明
ち
か
に
し
た
o

児
、
看
護
、
介
霞
な
ど
の
特
別
る
の
が
、
真
の
男
女
平
等
だ
と
は
、
最
低
限
の
と
と
宇
匡
~γ

っ
て
、
位
の
シ
ス
テ
ム
へ
、
労
働
権
と
の
生
き
方
と
し
丈
尊
重
さ
れ
る
十

一月
二
十
日
(
土
)
午
後
二

同
条
約
の
示
す
白
的
は
、
第
措
置
と
、
労
働
時
間
短
縮
に
よ
い
う
国
際
的
な
考
え
方
の
中
批
准
後
何
も
し
な
い
と
い
う
一週
『
私
生
活
謹
」
ど
中
島
さ
ん
。
べ
き
だ
し
、
一
人
で
生
き
る
こ
時
か
ち
。
「
男
女
が
と
も
に
『
働

一
に
家
族
的
責
任
を
有
す
る
男
る
一
般
措
置
を
鰐
ず
る
よ
う
に
で
、
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
去
の
例
が
あ
る
。

I
L
O
第
一
今
の
日
本
は
金
支
世
帯
が
基
本
と
も
尊
重
さ
れ
る
、
乙
れ
が
私
き
方
』
を
選
べ
る
た
め
の
サ
ポ

女
労
働
者
(
健
助
を
必
要
と
す
と
一記

さ

れ

て

い

る

。

た

o
八
一
年、

一
二
三
号
勧
告
五
O
号
(
同
一
価
値
労
働
)
が
の
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
乙
れ
を
一

生
活
様
で
あ
り
、

I
L
O
一

五

l
ト
シ
ス
テ
ム
署
7
!
?
に
、

る
家
族
の
い
る
人
)
が
実
際
的

一
九
六
五
年
に
探
摂
さ
れ
た
は
廃
容
己
れ
、

一
五
六
号
条
約
然
り
で
あ
る
。
労
謀
患
四
条
に
人
で
も
生
き
て
い
切
る
裂
音
に
六
号
条
約
の
い
っ
て
い
る
と
大
森
真
紀
さ
ん
(
立
教
大
教
授
)

な
平
等
を
実
現
す
る
申
し
と
、
第
「
家
庭
責
任
毒
つ
女
守
の
屈
と
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
も
い

告
い
で
あ
る
か
ら
と
同
条
約
を
し
、
安
の
だ
と
人
が
支
え
あ
っ
と
」
冬
叫
へ

「条
約
の
中
身
を
が
撃
す
る
。
会
場
は
、
中
野

二
が
、
子
ど
も
や
老
人
の
い
る
用
に
関
す
る
勧
告
」
(
第
一
一
.
一
え
る

一
六
五
円
勺
勧
告
が
採
択
さ
批
准
し
た
が
、
現
実
に
は
手
っ
て
年
き
て
い
切
る
社
会
に
す
る
実
一
揖
す
る
た
め
に
は
現
実
と
区
女
性
会
館
官
Q

0

・
3
6
8

労
働
省
と
、
単
身
、
あ
る
い
は
三
号
)
に
見
る
よ
う
に
、
六
O

れ
た
。

か
ず
の
状
況
だ
。
「
条
約
亭
託
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
が
、
日
本
は
0
・
8
9
4
6。

子
ど
も
や
老
人
の
い
な
い
労
働
年
代
は
家
族
の
世
話
は
、
女
性
-
喜
雪
害
要
母
語
持
伝
説
襲
撃
ま
5
3華
2

5

3

者
と
の
平
等
を
実
現
す
る
こ
の
仕
事
で
あ
る
と
と
を
前
提
に

掻
層
調
副
圃
噌
可
権
利
を
考
え
る
と
い
う
考
え
方

醤

週

明

だ

っ
た
。
日
本
で
も
、
均
等
法

泌

婦

数

調

の

前

身

で

あ

る

「

勤

労

福

祉

帰

誠
野
い

仁

‘

人
法
」
が
作
ち
れ
た
。
だ
が
、

一
』
疲
幽
門

'

'

』

」

ん
な
こ
と
で
は
男
女
平
等
は

'14a
v
幽
一

圃明

間
同
-
れ
け
'
」
ナ

実
現
で
き
な
い
と
、
国
際
婦
人

観
輔
、
1

1

山

、

出
年
、
国
連
婦
人
の
十
年
へ
と
一
時

幽園田町

棚
J

た
代
は
動
い
て
い
く
。
そ
し
て
、

j

肉

i
込

こ
の
流
れ
の
中
で
確
認
さ
れ
た

臨
静
慰
議
f
践

の

が
、
男
女
の
性
別
富
分
担

勘
司
繍
幽
闘
抑
制
『
需
限

意
識
を
変
え
て
い
く
と
と
だ
っ

相

関

齢

臨

擁

凋

潔

(

た

。
七
九
年
、
女
子
弟
筋
撤
廃

E
圃
・
醐
騨
隊
機
関
、
-
条
約
が
探
沢
さ
れ
、
日
本
は
八

週
.

.

 
掴
闘
隣
市

「

五

年

に
批
准
。乙
れ
に
よ
っ
て、

申
島
通
子
支

民

民

眠

肝

昨

年

四

月

に

施

行

さ

れ

た

育

児

V

追
求
喪
主
、
、
、
ミ
や
ま
主
求
、
訳
、
、
ミ
ミ
ミ
揺
さ
ま
お
求
S
公
会
事
、
、
ミ
草
a
s
、
公
求
S
お
さ
お
さ
や
、
食
会
主
S
ミ
求
ミ
求
書
事
3
5
訟
も
主
ax
ミ
ミ
ミ
*
3
3
ミ
や
ミ
著
書
a
a
ミ
s
a
G
a
a
点
、
S
N
a
s
主
式
会
S
S
ミ
a
s
求
お
さ
お
S
S
革
主
主
主
主
命
、、、

党
に
、
な
ん
で
助
成
金
を
や
ら

な
日
れ
ば
な
ち
な
い
の
か
、
と

渋
谷
の
街
を
行
く
人
々
に
訴
え

た
〈
小
遺
挙
区
並
立
制
〉
と
い
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
い

人
が
多
い
が
、
小
選
挙
区
の
方

は
小
政
党
や
組
織
の
な
い
市
民

は
ま
ず
当
遍
で
き
る
持
込
み
な

し
。
比
例
区
は
①
面
倒
職
の
綴
員

五
人
以
上
②
最
近
の
選
挙
で
樽

票
率
三
物
以
上
の
一
党
で
な
け
れ

ば
ダ
メ
で
、
新
党
を
作
ろ
う
-と

い
う
も
の
は
、
=
一十
人
以
よ
の

名
簿
登
械
者
が
い
る
(
供
託
金

一
億
八
千
万
円
い
る
)
。
こ
れ

で
は
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
出

色
れ
る
見
込
与
な
し
。

助
成
金
は
、
国
会
に
b
臓
席

以
上
の
政
党
だ
け
に
分
問
。
ミ

ニ
政
党
は
切
同
日
捨
で
。こ
れ
で
、

な
ん
で
政
治
改
革
に
な
る
の
か

と
怒
り
を
ぶ
つ
り
た
。

(2) 仁土曜日〉 一一

二
十
一
吾
回
、
中
野
区
女
従
会
館
戸
で
、
女
性
問
題
セ
ミ
ナ
ー
「
女
だ
っ
て
社
会
人
男
だ
っ
て

家
庭
人
」
が
始
ま
っ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
I
L
O
-
五
六
号
条
約
を
切
り
口
に
、
女
性
が
働

さ
続
け
る
こ
と
を
三
回
に
わ
た
っ
て
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
。
第

一
回
目
は
、
「
家
族
的
責

任
条
約
の
意
味
」
を
テ
1
?
に
、
中
島
通
手
さ
ん
(
弁
護
士
)
が
、
同
条
約
が
で
き
る
ま
で
の

歴
史
的
背
頭
、
条
約
の
精
神
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
な
が
色
、
軍
表
的
人
権
と
し
て
の

労
働
権
と
『
私
生
活
権
』
が
尊
重
さ
れ
る
と
と
の
大
一
切
さ
を
訴
え
、
条
約
の
示
す
方
向
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
こ
う
と
話
し
た
。

1993年 10月 30日

中島通子iが解説
役割分担の意識変えよう

I
L
O
-
五
六
号
条
約
の
正

式
名
は
、
「
男
良
一労
働
者
特
に

家
族
的
責
任
f点
骨
す
る
労
働
者

の
笠
宮
均
等
及
び
平
等
待
遇
に

関
す
る
条
約
」
と
い
う
。
『
男

女
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
家
族
賀

任
を
担
い
な
が
色
平
等
に
働
く

た
め
に
、
育
児
、
介
授
な
ど
家

族
的
貿
任
を
男
女
共
同
で
行

い
、
社
会
も
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
』

と
い
う
内
容
の
条
約
だ
。
一
九

八
一
年
の
I
L
O
第
六
十
七
回

総
会
で
採
摂
さ
れ
、
十
九
カ
国

(
九
三
年
一
月
現
在
)
が
批
准
。

日
本
は
今
年
の
I
L
O
総
会

ス
ト
ッ
プ
f
小
選
挙
区
制

会書t-/'、来斤降車T

「
佐
川
究
明
、
学
生
寸
市
民
、

議
員

2E」
「
腐
敗
政
治
を
た

中野区女性会館

真
の
政
治
改
革
を
f

佐
川
疑
惑
も
忘
れ
る
な

だ
そ
う
r
全
国
市
民
主
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
な
ど
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、

〆
沖
N

us

'
 

野
村
さ
ん
は
、
京
都
生
ま
れ

の
八
十
三
歳
。
戦
中
、
故
賀
川

豊
彦
さ
ん
の
「
江
東
消
貫
生
活

組
合
」
運
動
に
共
鳴
し
上
京
。

戦
後
、
労
働
者
家
族
の
組
織
化

(
総
評
主
婦
の
会
)
の
創
設
や

消
費
者
運
動
に
取
り
組
む
。
一

九
七
五
年
に
は
「
海
外
市
民
活

動
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
。

季
刊
認
「
海
外
の
市
民
活
動
」

を
発
存
し
、
外
国
の
消
費
者
活

動
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
消
費
者
運
動
は
、
も
は
や

日
本
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
日
本
も
世
界
の

流
れ
の
中
に
位
置
し
て
い
る
の

パ
ブ
リ
ッ
ク

サ

ー

ビ

ス

で
す
。
世
界
の
流
れ
を
据
置
し
、

国
際
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
函
咽

ん
で
闘
う
と
と
が
迫
A
玩
て
い

る
時
代
な
の
で
す
」
と
一
首
う
の

が
野
村
さ
ん
の
持
論
で
あ
り
口

癖
で
も
あ
る
。
盤
募
作
っ
て

は
外
国
に
出
か
け
、
梢
賞
者
運

動
家
や
団
体
と
友
好
宇
滋
め
、

そ
の
情
報
を
市
民
運
動
に
活
か

レ
て
き
た
。
ま
た
、

I
O
C
U

(
国
隙
消
費
者
機
構
)
の
元
会

長
の
ア
ン
ワ
・
フ
ァ
ザ
l
ル
さ

ん
の
推
測
で
、

一
九
八
四
年
か

ち
l
O
C
U
の
特
別
顧
問
と
し

て
も
z
結
盟
し
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
は
、
野
村
さ
ん

野
村
か
つ
子
さ
ん

人
聞
が
生
き
て
い
く
う
え
で

欠
か
す
と
と
の
で
き
な
い
の

が
ρ

食
べ
る
H

こ
と
で
す
。
食

べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歯
手
便

っ
て
食
物
を
か
み
砕
き
、
内
臓

へ
お
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

歯
の
丈
夫
な
若
い
と
ろ
、
私

た
ち
は
、
あ
た
円
前
の
よ
う
に

も
の
薪
蚤
ベ
、
歯
が
健
在
で
あ

る
乙
と
の
あ
り
が
た
さ
宇
且
ホ
り

感
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ム
シ
歯
が
痛
く
な

る
と
と
は
あ
っ
て
も
、
歯
医
者

に
駆
り
込
ん
で
処
置
を
し
て
も

ち
え
ば
、
後
は
ケ
ロ
リ
と
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

し
か
し
牢
を
重
ね
、
欠
け
た

歯
が
地
元
出
す
と
、
と
た
ん
に

歯
の
あ
円
が
た
さ
が
身
に
し
み

い
昨
今
の
情
勢
だ
が
、
今
年
、

こ
れ
か
ち
の
焦
点
は
事
制
度

の
改
革
(
悪
0
)
。
な
ん
で
政

治
改
革
が
選
挙
区
制
度
を
変
え

る
と
と
に
な
る
か
、
佐
川
疑
惑

究
明
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、

そ
れ
に
支
持
し
て
も
い
な
い
政

く金竹小〉の壷竹は霞んだが小は
値在、く小沢さん〉の島由も出て

の
と
れ
ま
で
の
真
穆
な
活
動
と

十
年
前
、
韓
国
か
ら
生
活
協
同

組
合
作
り
の
た
め
、
日
本
に
視

察
に
来
た

一行
に
、
献
身
的
に

指
導
と
助
言
を
し
た
。
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
カ
ナ
ア
ン
信
用
協
同

組
合
の
設
立
を
は
じ
め
、
各
地

の
組
合
設
立
に
活
か
さ
れ
、
今

や
韓
国
は
、
位
活
協
同
組
合
法

制
定
を
求
め
る
ま
で
に
成
長
し

た
。
そ
の
陰
の
功
労
者
で
あ
る

野
村
さ
ん
に
光
が
当
て
ら
れ
た

と
い
、
つ
こ
と
だ
。

授
賞
式
は
九
月
四
目
、
ソ
ウ

ル
市
カ
ナ
ア
ン
腿
軍
学
校
で
行

わ
れ
、
参
加
者
は
、
平
人
を
越

え
た
。
受
賞
対
象
者
は
「
農
業

分
野
」
「
産
業
分
野
」
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
」
の

ま
す
。
ど
ん
な
に
い
い
入
れ
歯

を
入
れ
て
も
、
自
前
の
箇
の
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
若
い
頃
、

好
物
だ
っ
た
せ
ん
ぺ
い
も
、
演

を
の
ん
で
我
慢
で
す
。

た
っ
た
一
本
の
歯
を
入
れ
歯

に
し
た
だ
け
で
も
噛
む
カ
は
一

劃
落
ち
、
総
入
れ
歯
で
は
自
分

の
歯
の
ニ
六
必
く
色
い
し
か
な

い
と
一
言
わ
れ
ま
す
。
噛
む
力
が

三
名
で
、
受
賞
資
格
は
、
ア
ジ

ア
の
国
々
の
発
展
の
た
め
に
奉

仕
す
る
無
名
の
活
動
家
。
野
村

さ
ん
の
受
賞
し
一
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

職
場
で
の
賃
金
差
別
や
首
切
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
恋
人
の
畏
力
、

外
国
人
女
性
へ
の
性
的
搾
取
と
い
っ
た
悩
み
を
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
、
十
月
二
十
九
日
、

東
京
で
草
の
根
の
女
性
た
ち
に
よ
る
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

(
宮
0
4
2
2
・
7
1
・
0
o

g
-
-毎
金
曜
日
夜
七
時
1
十
時
)
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
当
面
は
週
一
回
、
電
話
で
相
談
を
受

け
る
が
、
将
来
は
「
皮
暴
力
セ
ン
タ
ー
と
レ
て
、
女
性
た
ち
の
自
由
な
渚
動
を
支
YZ
る
場
に
発

展
さ
せ
た
い
」
と
い
う
。
一
干
三
日
に
は
池
袋
・
エ
ポ
y
ク
叩
で
、
霞
立
記
念
集
ロ
が
開
か
れ
、

落
合
恵
子
さ
ん
が
講
演
し
た
。

は

「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は

一年
前
、
東
京
・
立
川
市
で
起

き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
に
よ

る
日
本
人
男
性
刺
殺
事
件
を
き

っ
か
け
に
集
ま
っ
た
女
性
疋
ち

の
手
で
準
備
が
進
め
ち
れ
て
き

た
。
滞
日
ア
ジ
ア
人
女
性
を
追

い
つ
め
る
危
機
関
状
況
、
そ
れ

は
女
性
の
人
権
問
題
で
あ
る
、

我
々
日
本
人
女
性
と
無
関
係
で

は
な
い
、
そ
ん
な
思
い
の
中
か

ち
「
女
性
の
人
憶
を
輔
重
し
、

性
暴
力
を
評
さ
な
い
。
反
性
暴

力
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
を

作
り
た
い
」
と
い
う
話
が
持
ち

上
が
っ
た
。

横
浜
で
国
籍
を
閤
わ
ず
女
性

の
相
談
に
当
た
り
、
緊
急
避
難

ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
ド
イ
ツ
人

の
看
護
婦
、
エ
マ
・
フ
レ
イ
シ

、ζ
Jャ
ー
さ
ん
だ
。

「
私
が
受
賞
し
た
と
い
う
と

と
よ
り
、
侵
略
、
統
治
と
い
う

過
ち
を
犯
し
た
日
本
人
に
、
線

国
が
そ
う
し
た
も
の
者
晶
画
天
て

貨
を
く
だ
さ
っ
た
乙
と
に
大
き

で
き
る
部
屋
を
持
つ
「
み
ず
ら
」

の
よ
う
な
活
動
を
と
考
え
た
が

「
東
京
で
は
ス
ペ
ー
ス
確
保
に

金
が
か
か
る
。
ま
ず
で
き
る
と

と
か
ら
」
と
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
電
語
相
談
に
取
ロ
組
む
こ

と
に
な
っ
た
。

開
波
に
向
け
、
今
年
五
月
か

ら
四
固
に
わ
た
っ
て
公
開
の
瞳

備
筒
座
を
開
催
。
専
門
家
者
調

師
に
椙
談
現
場
で
の
状
況
、
法

嚇

一

刊

一

宙掛齢

一

偉
問
題
、
福
祉
行
政
サ
J
ピ
ス

の
活
用
等
を
学
ん
で
き
た
。

包
括
相
談
は
ぬ
こ
れ
ら
の
知

織
を
生
か
レ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
鰐
習
を
受
け
た
約
三
十
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
化

ち
、
井
髄
士
、
医
師
な
ど
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
担
雪
。

「働
く
と
と
と
性
差
別
を
考

え
る
三
多
摩

2
Z」
「
性
暴
力

と
闘
う
女
た
ぢ
の
ネ
ッ
ト
ワ
l

村
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
の
消
費

者
連
覇
家
・
ラ
ル
フ

・
ネ
!
ダ

ー
の
言
葉
「
共
犯
の
尽
力
」
「沈

黙
の
悪
巴
を
引
用
し
、

「白

本
が
ア
ジ
ア
諸
国
で
行
っ
た
侵

略
、
戦
争
、
従
軍
慰
安
婦
の
問

題
は
政
府
だ
り
の
一責
任
で
は
な

い
。
再
び
通
詞
手
』
犯
さ
な
い
よ

ア
ジ
ア
に
目
を
/

各
国
間
の
友
好
を
深
め
る

-
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
、
一
回

目
が
タ
イ
の
民
主
化
運
動
の
先

頭
に
た
っ
て
闘
っ
た
元
バ
ン
コ

ク
市
長
・
将
軍
の
S
・
チ
ャ
ム

ロ
ン
さ
ん
、
二
回
目
は
、
韓
国

・

大
邸
で
長
年
に
わ
た
っ
て
ハ
ン

セ
ン
氏
病
患
者
の
た
め
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た
オ
l

落
ち
る
と
胃
に
負
担
が
か
か

り
、
栄
養
の
吸
収
も
悪
く
な
り

ま
す
。
固
い
も
の
を
避
け
る
の

で
、
儒
蛍
に
な
り
、
食
欲
も
港

ち
て
き
一
ま
す
。
発
音
が
想
く
な

る
、
ボ
ケ
に
も
つ
な
が
る
と
い

い
ま
す
。
ま
さ
に
歯
は
グ
健
康

の
も
と
'
な
の
で
す
。

「八
O
二

ο運動
」
を
全
保

じ
で
す
か
?
厚
生
省
が
呼
び
か

「
む
し
歯
」
も
「
歯
周
病
」

小
学
生
の
聞
に
も
歯

周
病
は
ふ
え
て
い
る

「
で
も
〉
八
O
二
少

な

ど
と
い
っ
て
も
、
隣
近
所
親
知

縁
者
見
渡
し
て
も
、
八
十
歳
で

ち
ゃ
ん
と
歯
の
あ
る
人
な
ん
か

い
な
い
わ
」
と
い
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
確
か
に
現
状
で
は
、

八
十
歳
で
二
十
本
歯
を
保
っ
て

い
る
人
は
稀
で
す
。一

九
八
七

年
の
厚
生
省
の
歯
科
実
態
調
査

で
は
、
八
十
歳
の
平
均
残
存
歯

数
は
四
本
、

七
十
歳
は
七
・
九

本
で
し
た
。
ニ
十
本
と
四
本、

ず
い
ぶ
ん
遣
い
ま
す
ね

f

多
く
の
年
寄
り
が
歯
を
失
っ

て
い
る
の
で
、
私
た
ち
は
H

年

を
と
っ
た
ろ
歯
が
苗
甘
く
な
る
の

は
当
た
り
前
H

と
宿
命
の
よ
う

に
思
っ
て
い
ま
し
た
5

ご
く
稀

に
高
品
者
で
歯
が
残
っ
て
い
る

人
が
い
る
と
H

あ
の
人
は
、
も

と
も
と
歯
が
丈
夫
だ
っ
た
ん

だ
H

と
勝
手
に
思
い
こ
み
、
納

得
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
歯
を
失
う
原
因
は
、

老
化
で
は
な
く
、
細
菌
感
染
な

の
で
す
。

な
ん
で
歯
が
抜
け
た
か
(
抜

い
た
か
)
の
原
因
を
調
べ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
が
、
ム
シ
歯
か
歯
周

病
で
す
。一

九
九
一
年
神
奈
川

も
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
日
本

の
マ
ス
コ
ミ
人
の
中
で
、
こ
の

貨
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は

少
な
い
で
し
ょ
う
。
畝
米
に
ば

か
り
目
を
向
げ
な
い
で
、
ア
ジ

ア
へ
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と

搬
虚
。受
賞
後
の
ス
ピ
ー
チ
て
も
野
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り
て
い
る
成
人
歯
科
保
誕
の
推

海
自
原
|

i八
十
歳
に
な
っ
て

も
自
分
の
歯
を
二
十
本
保
と

う
、
と
い
う
運
動
で
す
。

二
十
八
本
の
永
久
歯
(
親
知

色
ず
を
ス
れ
る
と
三
十
二
本
)

の
う
ち
、
二
十
本
保
っ
て
い
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
を
お
い

し
く
食
べ
る
と
と
が
で
き
る
の

で
す
r

原
因
は
細
菌
の
塊
(
歯
垢
)
で
す

県
歯
科
医
師
会
の
調
査
で
、
抜

歯
の
原
因
は
、
ム
シ
圃
必

・

3
物
、
歯
周
病
日
制
・
8
必
、
そ

の
他
(
事
故
な
ど
)
8
・
i
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
は
歯

医
者
さ
ん
の
抜
歯
の
統
計
で
す

か
ち
、

d

年
を
と
っ
て
歯
の
一
根

が
弱
っ
て
自
然
に
按
け
た
H
(
実

は
乙
れ
も
歯
周
病
)
と
思
っ
て

い
る
人
を
入
れ
た
ち
、
歯
周
病

で
歯
を
失
っ
た
串
は
も
っ
と
上

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
則
。
資
料
(
厚
生
省
歯
科

疾
患
実
態
調
査

・
昭
和
白
年

度
)
に
よ
る
と
、
四
十
歳
前
後

で
約
お
必
の
人
が
歯
周
病
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
F

ム
シ
歯
は
子
ど
一
も
や
若
い
人

に
多
く
、
細
菌
に
よ
る
も
の
と

い
う
こ
と
が
昔
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
献
し
い
痛
み
も
あ

り
、
歯
医
者
さ
ん
へ
行
く
、
と

い
え
ば
ム
シ
歯
と
思
っ
て
い
た

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い

る
歯
グ
キ
が
ダ
メ
に
な
る
病
気

で
す
。
歯
グ
キ
が
炎
症
を
お
こ

し
赤
く
腫
れ
ま
す
H
(歯
肉
炎
)

H
。
と
れ
が
さ
ら
に
進
む
と
歯

を
支
え
る
骨
(
歯
楢
骨
〕
な
ど

周
り
の
一
組
織
金
体
に
進
行
し
H

歯
周
炎
(
歯
ソ
l
ノ
1
ロ
l
)

年齢別の歯周病にかかっている人の割合

圏 醐炎 口 酬炎 . 保存処置図版 園 闘のU 者
% 
1凹

80 

国

学生、市民、議員の会が
集会、デモ、リレー演説

60 

。

H
つ
い
に
は
歯
が
抜
け
ま
す
。

が
、
困
っ
た
と
と
に
、
初
期
に

は
さ
し
て
痛
み
も
な
い
た
め
本

人
も
気
が
つ
か
ず
、
気
が
つ
い

た
時
は
歯
は
グ
ラ
グ
ラ
で
手
遅

れ
と
い
う
乙
と
が
多
い
の
で

す。
昔
は
こ
の
原
因
が
よ
く
分
か

ら
ず
、
年
を
と
る
と
歯
が
弱
る

の
は
仕
方
が
な
い
と
、
老
化
現

象
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
し

-
O
 

ナ
'

最
近
の
研
究
で
、
乙
の
歯
周

病
も
、
ム
シ
歯
と
同
じ
よ
う
に
、

原
因
は
歯
垢
(
プ
う
l
ク
)
の

中
の
一
細
菌
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

←奥歯の殴み合わせ

←歯と歯の問

台~

100人全が軍参加し、盛会だった12意蝿告

自分流が基本です:

40 

20 

特に注意してみガ
くところ

訴
訟
包
必
然
椛

uwdm均
成
技
法
鎗

a
m惣
3a@mw

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、

-
緒
に
考
え
、
対
処

す
る
横
な
ら
び
の
支
援
と
理
解

し
て
ほ
し
い
。
今
、
苦
し
ん
で

い
る
、
困
っ
て
い
る
、

そ
ん
な

と
と
を
遠
慮
な
く
相
談
し
て
」

と
ス
タ
ッ
フ
は
話
し
て
い
る
。

ク
羽
(
S
T
O
N
W
)
」
「
ア
記
念
集
会
で
「
沈
黙
を
磁
つ

ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
」
「グ
ル
l
て
l
今
l
」
を
デ
!
?
に
裡
涜

プ
・
性
ど
実
皇
制
を
考
え
る
」
し
た
謡
合
さ
ん
は
、
新
酬
の
人

が
支
援
グ
ル
ー
プ
と
し
て
加
わ
生
相
談
や
自
著
『
ザ
・
レ
イ
プ
」

る

。

の

話

な

ど

を

引

き

、

「

性

暴

力

三
年
前
、
「
性
暴
力
を
な
く
は
女
の
、
民
女
も
悪
い
と
い

そ
う
」
と
女
た
ち
が
集
ま
的
発
う
笠
宮
通
念
で
、
被
害
者
の
多

足
さ
せ
た

「
ST
O
N
川
町
」
は

く

は
自
分
を
責
め
立
て
て
き

「
性
暴
力
被
雀
に
、
(
対
処
の
た
。
が
、
女
た
ち
は
今
沈
黙
を

方
法
が
分
か
ら
ず
)
泣
き
寝
入
破
り
、
語
り
、
行
動
亭
民
間
め
た
」

り
し
て
き
た
女
性
た
ち
が
伊
U

と
話
し
、
「

一
度
沖
合
い
で
生

づ
っ
声
を
よ
げ
始
め
た
。
ど
う
申
φ
れ
た
波
は
ど
ん
な
力
者
持
つ

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
女
性
て
し
で
も
幅
押
し
戻
せ
な
い
。
私

た
ち
の
た
め
に
ア
ン
テ
ナ
が
沢
た
ち
は
そ
れ
を
知
っ
て
し
ま
っ

山
立
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
」
。

た
。
そ
の
私
た
ち
の
ロ
に
離
が

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
フ
タ
を
で
き
る
の
か
。
変
わ
ら

の
寒
態
調
査
、
性
差
別
裁
判
の
な
い
も
の
は
い
っ
ぱ
い
あ
る

支
援
一
等
を
行
っ
て
い
る
コ
ニ
多
が
、
何
か
が
変
わ
る
」
と
、
熱

摩

宏
E

」
は
「
活
動
を
通
し
て
、
い
エ
l
ル
を
お
く
つ
た
。

安
心
し
て
相
談
で
き
る
場
所
、

o

w
駆
け
込
み
寺
H

的
な
施
授
が
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で

絶
対
必
要
だ
と
実
感
し
て
い
は
女
性
の
相
談
・
サ
ポ
ー
ト

・

る

」

専

門

の

各

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ス

タ

ま
た
、
六
年
前
か
ら
離
婚
、
ッ
フ
を
募
集
中
。
専
門
ス
タ
y

傷
害
事
件
の
裁
判
ば
ど
外
国
人
フ
は
看
護
婦
、
通
訳

(特
に
ア

女
性
の
相
談
・
支
援
に
取
り
組
ジ
ア
の
言
葉
)
な
ど
。
財
布
ス

ん
で
い
る
「
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
タ
y
フ
は
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
基

の
会
」
は
「
ケ
1
ス
が
多
く
て
金

一
口
一
万
円
、

宝

琵
A
六

対
応
し
切
れ
な
い
」
と
し
て
お
千
円
、
B
三
千
円
。郵
便
復
醤

・

り
、
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
東
京

・
4
1
7
1
3
3
5
6

は
グ
待
ち
か
ね
た
開
設
。
と
い
「
女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

。
適

え
る
。

絡
は
、
嬰
京
都
圏
分
寺
市
国
分

相
談
は
無
料
。

「
一
方
的
に
寺
郵
便
局
私
曲
目
箱
三
十
二
号
。

(餌3種郵恒物毘可)

長
年
に
わ
た
っ
T
渦
賞
者
運

動
や
協
同
組
合
運
動
に
力
宇
拝
は

い
で
き
た
野
村
か
つ
子
さ
ん

が
、
今
回
、
斡
国
の
イ
ル
ガ
賞

翠
心
財
団
が
制
定
し
た
国
際
賞

で
あ
る
H
第
三
園
イ
ル
ガ
常
ハ

ア
リ
ッ
ク
・
ザ
l
ビ
ス
部
門

賞
H

を
、
日
本
人
と
し
て
は
初

め
て
受
賞
し
た
。
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口
の
中
に
常
に
は
唾
液
が
あ

り
た
く
さ
ん
の
細
菌
が
棲
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
血
液
の
成
分
か

ち
商
い
透
明
な
艇
が
作
ち
れ
、

歯
の
表
面
を
硬
い
ま
す
。
こ
こ

に
各
種
の
細
闘
が
付
着
し
、
さ

ら
に
小
喜
美
カ
ス
な
ど
が

混
じ
り
相
殖
し
て
歯
垢
と
な
り

ま
す
。歯
垢
は
ま
さ
に
細
菌
の
焼
、

一
時
の
中
に
一
億
個
も
の
細

菌
が
慎
ん
で
住
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

ム
シ
歯
の
主
宏
原
因
と
な
る

の
は
ミ
ュ
l
タ
ン
ス
菌
ι
食
物

中
の
糖
分
を
栄
笠
源
に
し
て
酸

を
作
り
増
殖
し
、
歯
を
溶
か
し

ま
す
。

第 1046号
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←歯と歯ぐきの境い目

歯
肉
炎
の
原
因
と
な
る
の
は

ア
ク
チ
ノ
マ
イ
セ
ス
・
ピ
ス
コ

l
ザ
ス
閣
な
ど
数
種
類
の
闘
で

す
。
歯
と
歯
グ
キ
の
聞
に
た
ま

っ
た
歯
垢
の
中
に
い
て
泊
殖

し
、
歯
グ
キ
に
炎
症
を
お
こ
し

ま
す
。
歯
と
歯
グ
キ
の
民
自
に

(
ポ
ケ
y
ト
)
が
で
き
、
さ
ち

に
歯
垢
が
た
ま
り
ま
す
。

歯
車
帽
を
放
置
し
て
お
く
と
唾

液
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン

に
よ
っ
て
石
灰
化
し
固
い
歯
石

と
な
り
、
い
よ
い
よ
取
れ
に
く

く
な
り
ま
す
。

歯
グ
キ
は
赤
く
腫
れ
、

5
ょ

っ
と
し
た
刺
激
で
出
血
し
ま

す
。
さ
色
に
進
行
す
る
と
、
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
は
さ
ら
に
深
く
な

り
(
真
性
ポ
ケ
ッ
ト
)
、
遂
に

歯
を
支
え
る
骨
(
歯
摺
骨
)
も

溶
け
、
歯
が
絞
り
て
し
ま
い
ま

す。
歯
周
病
は
成
人
病
と
一
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
〉
恩
返
で
は

小
学
生
に
も
多
く
見
ち
れ
る
よ

う
に
な
皇
ま
し
た
。
五
1
十
四

歳
の
子
ど
も
の
三
人
に

一
人
が

か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
ず

か
ら
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
ι
食

生
活
の
変
化
(
精
分
過
多
、
柔

ら
か
い
物
ば
か
り
食
品
へ
る
)
な

ど
が
大
き
な
鼠
因
と
=
一
百
わ
れ
ま

す
。
自
覚
廷
状
が
少
な
い
だ
け

に
要
注
意
で
す
。

歯
の
不
健
康
は
万
痛

の
も
と
に
な
り
ま
す

た
か
が
歯
、
核
ζ

と
ア
マ
く

見
て
い
た
色
大
変
で
す
c

「歯

で
は
死
な
な
い
」
と
言
う
の
は

ウ
ソ
で
す
。

歯
や
歯
グ
キ
に
病
気
が
あ
る

と
、
心
臓
病
、
時
臓
病
、
リ
ュ

ウ
マ
チ
、
皮
膚
炎
な
ど
、
身
体

の
各
雨
の
疾
患
の
読
図
に
な
る

と
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
の
噛
み

合
わ
せ
が
惑
い
と
、
肩
こ
り
、

偏
頭
痛
、
耳
鳴
門
な
Y
涯
起
こ

す
と
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
が
悪

く
な
っ
て
十
分
な
租
鴨
が
で
き

な
い
乙
と
か
ら
胃
腸
陣
筈
を
起

こ
す
と
と
も
あ
的
手
品
す
。

歯
周
病
の
人
の
歯
肉
の
血
を

採
血
し
、
培
援
す
る
と
パ
イ
菌

が
生
支
て
き
ま
す
。
歯
周
病
の

人
が
食
物
を
食
べ
る
と
、
パ
イ

歯
が
、
一
時
的
に
血
授
の
中
に

流
れ
、
身
体
中
を
面
的
重
す
。

と
れ
を
歯
血
症
と
い
い
ま
す
。

た
ま
に
で
す
が
、
乙
の
パ
イ

菌
が
内
臓
に
く
っ
つ
き
、
病
気

を
発
生
さ
せ
る
康
図
に
な
る
乙

と
も
あ
り
ま
ず
か
ら
、
た
か
が

歯
の
病
気
と
パ
カ
に
で
き
ま
せ

ん
。
歯
の
不
健
康
は
万
病
の
元

で
す
。

v 

う
、
自
分
の
生
活
の
場
か
金
声

を
大
に
し
て
一
呼
び
か
旬
、
大
合

唱
を
作
っ
て
、
政
府
や
惜
の
中

の
反
人
民
的
政
策
と
闘
っ
て
い

く
。
そ
れ
が
迷
惑
を
か
け
た
韓

国
に
対
し
て
、
日
本
の
一
市
民

と
し
て
の
償
い
」
と
述
べ
た
。

六
日
、
背
五
台
の
大
紡
領
官

で
も
、
八
十
歳
で
二
十
本
、

そ
ん
な
の
た
だ
の
目
療
で
無
理

で
し
ょ
う
、
年
取
れ
ば
誰
だ
っ

て
歯
は
一悪
く
な
る
も
の
、
と
思

っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
あ
き
ら
め
な

い
で
下
さ
い
。
歯
を
失
う
の
は

老
化
で
は
な
い
の
で
す
F
歯
の

手
入
れ
、
正
し
い
歯
み
が
き
を

し
、
口
の
中
宇
清
潔
に
保
つ
乙

と
で
、
歯
の
健
康
は
守
一
れ
る
の

で
す
/
十
一
月
八
日
は
二
八
の
日

(
い
い
歯
の
臼
)
で
す
。
正
じ

い
歯
と
歯一
み
が
き
の
知
関
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
f

軽
い
力
で
歯
の
す
み

ず
み
ま
で
磨
こ
う
I

で
は
、
こ
の
大
切
な
歯
の
健

康
を
保
つ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
答
は
た
だ

一
つ
。
毎
日
の
歯
み
が
き
を
き

ち
ん
と
レ
、
歯
垢
を
取
り
除
く

こ
と
で
す
。

歯
括
は
う
が
い
で
は
と
れ
ま

せ
ん
。
歯
屈
を
逗
と
す
に
は
、

歯
を
み
が
く
l
!
プ
ラ
ッ
シ
ン

グ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
み
が
き
は
、
も
の
を
食
べ

た
後
す
ぐ
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
ま

し
ょ
う
。
食
べ
た
後
、
歯
を
み

が
か
な
い
で
い
る
と
、
掴

F戸中

の
細
菌
が
わ
ず
か
数
分
の
う
ち

に
歯
を
溶
か
す
酸
を
作
り
ま

す
。
禽
へ
た
時
と
み
が
く
時
の

時
聞
が
短
い
ほ
ど
効
半
が
い
い

わ
け
で
す
。
ま
た
、
眠
っ
て
い

る
聞
は
、
臣
認
に
よ
る
自
浄
作

用
が
鈍
る
の
で
、
就
寝
前
は
し

っ
か
り
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

み
が
き
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の

毛
先
を
歯
商
に
し
っ
か
り
当
て

(
日
制
度
の
角
度
で
あ
て
る
方
法

v 

歯

周
病I(胴船

あ
な
た
の
歯
・
セ
ル
フ
チ
ェ

。
歯
一
と
歯
の
閣
は
き
れ
い
な
三

角
形
。
歯
グ
キ
は
薄
い
ピ
ン
ク

色
で
ひ
き
し
ま
っ
て
い
る

ア
ド
バ
イ
ス
H
健
康
で
す
F

た
だ
し
油
断
は
禁
物
。毎
日、

効
果
的
に
念
入
り
に
プ
ラ
ッ

シ
ン
グ
し
て
、
乙
の
状
態
を

保
ち
ま
し
ょ
う
0

0
歯
と
歯
の
閤
宰
河
端
部
が
腫

れ
て
丸
み
を
お
び
、
歯
グ
キ
が

赤
く
な
っ
て
く
る
。
歯
グ
キ
が

む
ず
が
ゆ
く
、
制
閣
が
浮
く
感
じ

が
す
る
と
と
も
あ
る
。
歯
み
が

き
脊
v
す
る
と
、
幽
グ
キ
か
色
出

ツ

ク

血
す
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
H
歯
肉
炎
を
起

と
し
て
い
る
可
能
医
あ
り
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
主
文
り
に

し
ま
す
。
特
に
歯
と
歯
グ
キ

の
間
(
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
)
を

念
入
り
に
。
歯
医
者
さ
ん
に

邸
で
金
泳
三
(
キ
ム
・
ヨ
ン
サ

ム
)
大
統
領
去
議
し
た
時
も

同
様
の
主
旨
を
述
べ
た
と
と

ろ
、
大
統
領
に
明
N
慰
安
婦
H

に
さ
れ
た
人
た
ち
へ
の
お
金
は

言
わ
れ
た
と
い
う
。

「
穴
が
あ
れ
ば
隠
れ
た
い
思

い
だ
っ
た
」
と
。

な
お
、

「
野
村
か
つ
子
さ
ん

の
イ
ル
ガ
賞
受
賞
報
告
会
」
が

(イ
ル
ガ
賞
介
ほ
〉

鵠
国
の
有
名
な
社
会
運
動
家

で
、
蟻
民
の
父
と
い
わ
れ
た
キ

ム
・
ヨ
ン
ギ
牧
師
の
功
績
と
精

神
を
広
め
る
た
め
に
、
三
年
前

創
設
さ
れ
た
。
イ
ル
ガ
と
は
一

家
と
い
う
意
味
で
、
韓
国
全
体

も
一つ
の
家
で
は
な
い
か
と
、

イ
ル
ガ
主
義
を
喧
え
た
。
荒
れ

地
の
開
拓
、
農
軍
学
校
を
創
り

次
代
を
担
、
三
百
者
た
ち
の
育
成

に
力
#
き
さ
、
貧
困
と
無
知
に

打
ち
勝
つ
実
践
活
動
を
麗
開
。

そ
の
キ
ム
牧
師
の
思
想
を
ボ
キ

ミ
ズ
ム
(
福
民
主
義
)
と
呼
ぶ
。

イ
ル
ガ
貨
は
「
イ
ル
ガ
の
情
熱

的
な
開
拓
者
精
神
を
賞
賛
す
る

だ
け
で
な
く
、
他
人
を
助
け
る

た
め
に
献
身
し
て
き
た
、
世
に

認
め
色
れ
て
い
な
い
人
々
を
称

え
る
」
乙
と
を
目
的
に
し
て
い

る。

クレ?I

が
み
が
き
や
す
い
と
思
い
ま

す
)
。
歯
プ

-7ν
の
毛
の
弾
力

を
生
か
し
て
細
か
く
掻
動
さ

せ
、
み
が
き
残
し
の
な
い
辛
つ

順
番
に
、
歯
の
表
だ
け
で
な
く

裏
も
、
一
本
一
本
み
が
く
気
持

ち
で
す
み
ず
み
ま
で
プ
ラ
ッ
シ

ン
グ
位
草
す
。
特
に
歯
垢
の
つ

き
や
す
い
、
歯
と
歯
グ
キ
の
一境

目
、
歯
と
歯
の
問
、
奥
歯
の
帥
噛

み
合
わ
せ
の
と
と
ろ
亭
ャ
念
入
り

に
み
か
き
ま
す
。

乙
m日
時
、
特
に
注
意
し
た
い

の
は
、
un

軽
い
力
で
み
が
く
H

と
い
う
乙
と
で
す
。
と
つ
も
日

本
人
に
は
H
歯
み
が
き
は
ゴ
シ

ゴ、

y
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
て
、
や
た
ち
に
力
を
入
れ
て

み
が
く
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

力
を
ス
れ
で
も
歯
垢
は
港
ち
ま

せ
ん
ι
歯
や
歯
グ
キ
亭
傷
つ
切

る
だ
け
で
す
。
一
一
一
百
グ
ラ
ム
く

色
い
の
力
で
、
軽
く
、
少
し
ず

つ
、
確
実
に
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す

る
さ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

ι一
一
百
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
力
H

と
い
う
の
が
ど
の
《
ち
い
か
よ

く
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、

台
所
パ
カ
リ
の
ょ
に
歯
ブ
ラ
シ

を
あ
て
て
、
計
っ
て
み
る
と
い

い
と
患
い
ま
す
。
い
つ
も
の
自

分
の
歯
を
み
が
く
力
が
、
意
外

に
強
い
(
強
す
ぎ
る
)
乙
と
に

気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
出
で
磨
け
な
い
と

き
洗
口
液
の
活
用
を

ラップ。といえば、..

DEBUTI自由空間DI
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女
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
発
進

あ
ら
ゆ
る
性
差
別
に
つ

N
O
/
」を

必
要
な
い
。
補
償
は
緯
国
が
や
十
二
月
四
日
(
土
)
午
後
二
時

る
。
そ
の
た
め
の
予
算
も
単
備
か
ち
主
婦
会
館

(
J

R
四
ツ
谷

し
て
い
る
。
田
本
は
道
徳
的
に
駅
前
)
で
行
わ
れ
る
。
会
費
二

歴
史
的
意
識
掛
詩
っ
主
過
去
の
千
円
。

過
歪
を
謝
罪
す
る
乙
と
だ
」
と

ニ2ークレラップ幅30伺 X長"'20m
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「歯周ポケット」をきれいにすれば、
「歯周病」は防げま京

-薬用漉状ハミガキ
液状なので歯周ポケットのすみすみまですばやく広がり、殺菌剤(トリクロサン)

が歯周病の原因菌を殺菌してクリーンにしま主
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• -ハブラシ
せまい街周ポケットに楽に届く新開発極細加工のソフト8スリム毛が、歯周
ポケットの中の歯垢もしっかり落としまま日

φ 
時

急

電

-薬用デンタルリンス
新製法で活性配合した殺菌剤(題化セチルピリジニウム)が、フラッシング後の歯

周ポケットをコ 卜して原因菌の繁殖を抑え、クリ ンに保ちま五 ヰ

A 
t 

[新発売]

デ
ン
タ
ン
ス
テ
マ
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ラ
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デ
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デ
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そ
ん
な
乙
と
を
し
て
い
れ

ば
、
七
十
歳
で
完
全
に
歯
な
し

に
な
り
ま
す
。

一
本
で
も
多
く
、

一
日
で
も
畏
く
歯
を
守
り
ま
し

ょ、コ。

が
あ

gEす。

い
つ
も
の
ブ
ラ
シ
シ
ン
グ
を

し
た
後
、
歯
垢
染
め
出
し
興
カ

ラ
l
テ
ス
タ
ー
、
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
)
で
歯
福
亭
集
め
出
し
、

歯
屈
の
あ
る
場
所
に
ブ
ラ
シ
が

届
く
工
夫
を
す
る
と
と
も
い
い

方
法
で
す
。
意
外
に
自
分
の
ブ

ラ
シ
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ

た
乙
と
を
知
り
び
っ
く
り
し
ま

す。
歯
と
歯
の
聞
に
す
き
間
が
あ

り
、
ブ
ラ
シ
が
届
か
な
い
場
合

は
、
歯
閤
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
(
呆
V
等
を
使
い
ま
す
。

ご
う
し
て
セ
ル
フ
ケ
ア
を
万

全
に
し
、
定
煽
的
に
歯
科
医
の

検
診
を
受
け
、
歯
科
医
や
歯
科

衛
生
士
の
指
導
を
受
げ
た
ら
、

ま
ず
安
心
で
す
。

毎
日
小
ま
め
に
歯
磨
き

セ
ル
フ
ケ
ア
と
定
期
検
診
で

正
し
い
ケ
7
さ
え
す

れ
ば
歯
は
守
れ
る
1

歯
が
失
わ
れ
る
尿
因
は
四
十

歳
こ
ろ
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
歯

周
病
で
す
か
、
六
十
歳
と
ろ
か

ら
、
ム
シ
歯
に
よ
る
抜
歯
も
再一

び
増
え
始
め
ま
す
。
若
い
頃
の

ム
シ
闘
は
、
主
に
は
歯
の
噛
み

合
わ
せ
の
潟
や
、
歯
と
歯
の
隣

績
面
に
多
い
の
で
す
が
、
高
齢

者
の
ム
シ
歯
は
歯
の
恨
の
部
分

に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

と
も
か
く
こ
う
し
て
八
十
歳

の
平
均
残
存
歯
は
四
本
で
す
。

「
や
っ
ぱ
り
ね
。
私
も
ち
ょ
う

ど
平
均
的
に
歯
が
抜
け
て
い
る

し
、
も
つ
手
遅
れ
ね
」

待
っ
て
下
さ
い
。
あ
き
ら
め

る
の
は
阜
い
。
五
十
歳
で
平
均

残
存
舗
は
二
十
三
本
で
す
。
も

レ
あ
な
た
が
五
十
歳
で
、

二
十

三
本
の
歯
が
残
っ
て
い
る
と
じ

た
ら
、
今
か
ら
で
も
ケ
ア
に
充

分
気
を
つ
け
れ
ば
、
八
十
歳
で

二
十
本
は
決
し
て
夢
で
は
な
い

の
で
す
。

と
い
う
の
は
、
歯
科
医
忽
正

期
的
な
検
診
と
、
プ
ラ
ッ
シ
ン

グ
な
ど
ケ
ア
の
指
導
を
受
り
て

い
る
人
は
、
六
十
歳
以
上
に
な

っ
て
も
費
失
歯
が
一
年
聞
に

O

-
一
本
(
十
年
で
一
本
)
な
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
覚
症
状

の
あ
る
時
だ
白
歯
科
医
に
行

き
、
プ
ラ
ッ
シ
ン

Z指
導
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
十
年
間
で

九
i
十
本
も
歯
を
失
っ
て
い
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
の
で

す
(
図
2
1

つ
ま
り
、
も
し
あ
な
た
が
、

今
五
十
歳
で
、
三
十
三
本
歯
が

残
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。
毎
日
、

こ
ま
め
に
歯
み
が
き
を
し
(
セ

ル
フ
ケ
ア
)
、
定
期
的
に
歯
科

医
の
倹
診
を
受
旬
、
処
置
、
指

導
を
受
け
れ
ば

l
l平
均
通

り
、
十
年
に
一
本
ず
つ
歯
を
失

っ
た
と
し
て
も
、
八
十
歳
で
、

ち
AやV

ん
と
さ
平
本
は
残
る
の
で

す
f「
私
は
も
う
六
十
歳
。
十
一
一

本
絞
り
て
も
う
残
る
は
十
六

本
、
八
O
ニ
O
は
不
可
能
よ
」

と
い
う
方
。
そ
れ
で
も
遅
く
は

あ
的
手
品
せ
ん
。
今
、
そ
れ
だ
け

抜
け
て
い
る
と
い
う
と
と
は
、

ど
こ
か
、
ケ
ア
が
充
分
で
な
い

の
で
す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
一
置

い
て
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
に
な
っ

て
か
ら
慌
て
て
歯
科
医
に
行
く

「
闘
が
大
切
な
こ
と
、
日
頃

セ
ル
フ
ケ
ア
し
て
い
れ
ば
八
O

ニ
O
(八
十
歳
で
自
分
の
歯
が

二
十
本
)
も
夢
で
は
な
い
こ
と

も
わ
か
っ
た
。
で
も
:
」
と
い

う
方
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

「
若
い
時
か
ら
や
っ
て
い
れ

ば
よ
か
っ
た
け
ど
。
も
弓
私
は

ダ
メ
、
ツ
1
・
レ
イ
ト
よ
Jι
つ

で
も
っ
乙
ん
な
に
歯
が
絞
り
て

い
る
の
よ
」

た
し
か
に
五
十
歳
を
子
J

ぎ
る

と
、
歯
周
病
に
よ
る
歯
の
喪
失

が
垣
見
始
め
ま
す
。
一
九
八
七

年
に
厚
生
省
の
歯
科
疾
患
実
態

調
査
に
よ
φ
と
、
健
常
歯
を
二

十
八
本
と
し
て
、
平
均
四
十
歳

で
=
7
0
一
本
、
五
十
歳
で
五

・
二
三
本
、
六
十
歳
で
士
一

・

一
八
本
闘
を
失
っ
て
い
ま
す
。

五
十
歳
か
ち
六
十
歳
代
に
か
け

て
堕
失
の
ス
ピ
ー
ド
に
燃
か
さ

れ
ま
す
(
図

l
)。

そ
し
て
七
十
歳
で
一
堕
失
歯
二

0
・
一
本
、
八
十
段
ニ
四
・

o

七
本
、
急
傾
斜
で
歯
が
失
わ
れ

て
き
ま
す
。
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女性会館祭
中野区女性会館

第
9
回

間
違
っ
て
ま
せ
ん
か

怠
仰
わ
ゆ
九
九

mw応
出
ム
吋
J

何
M
安
ど

こ
れ
で
は
ど
ん
な
み
が
き
方
を

し
て
も
不
十
分
で
す
。

み
が
き
残
し
の
な
い
喜
コ
す

み
ず
み
ま
で
、
一
か
所
十
回
ず

つ
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
さ
つ
に

み
が
く
と
五
i
六
分
か
か
り
一
ま

す
。
厳
密
に
い
う
と
と
れ
で
も

足
り
な
い
の
で
す
。

「
ケ
ア
だ
の
、
歯
み
が
き
だ

の
と
い
う
り
れ
ど
、
私
は
ち
ゃ

ん
と
、
一
日
二
回
歯
は
み
が
い

て
い
ま
す
。
だ
り
ど
歯
は
ず
い

ぶ
ん
失
い
ま
し
た
。
私
は
や
は

り
歯
の
慣
が
惑
い
の
じ
ゃ
な
い

の
り
」
と
い
う
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
l
!乙
れ
は
、

歯
の
質
で
な
く
、
歯
の
み
が
き

方
の
貿
ほ
の
で
す
。

確
か
に
、
日
本
人
の
歯
み
が

き
の
回
数
は
担
え
て
い
ま
す
。

厚
生
省
の
翻
査
(
昭
和
位
年
)

で
も
、
日
本
人
の
歯
み
が
き
の

回
数
は
、
か
つ
て
は
一
日
一
回

だ
っ
た
の
が
、
民
近
は
一
日
二

回
の
人
が
一
番
多
く
な
り
、
三

回
と
い
う
人
も
地
え
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
歯
を
失
う
串

も
上
昇
し
て
い
る
の
で
す
O

(

図

3
)
 
乙
れ
は
、
歯
を
み
が
く
習
慣

は
定
着
し
た
が
、
歯
の
み
が
き

方
は
不
十
分
。
つ
ま
り
歯
み
が

き
の
グ
興
H

に
問
題
が
あ
る
と

い
う
と
と
の
よ
う
で
す
。

歯
を
み
が
く
時
閣
を
聞
く

と
、
た
い
て
い
の
人
は
ニ
3
三

分
と
い
い
ま
す
。
と
と
ろ
が
実

際
に
計
っ
て
み
る
と
三
十
秒
か

一
分
が
せ
い
ぜ
い
な
の
で
す
。

す
み
ず
み
ま
で
ブ
ラ

シ
を
届
か
せ
る
こ
と

プ
ラ
y
シ
ン
グ
十
回
で
は
不

十
分
で
歯
垢
墜
E
串

が

高

い

大

切

な

定

期

検

診

の
は
一
か
所
一
千
i
三
十
回
で
陶
同
何
件
い
回
以
比

す

。

歯

周

病

は

年

の

せ

い

で

は

な

て
み
が
く
と
十
五
分
く
ら
い
か
何
度
七
密
き
ま
し
た
。
そ
の
と

か
皇
志
す
。
隙
れ
て
く
る
と
こ
お
り
な
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん

の
時
間
は
か
な
り
層
く
な
り
ま
歯
も
口
の
中
も
年
を
と
る
に
し

す
か
色
、
思
低
一
か
所
二
十
問
た
が
っ
宝
身
体
の
ほ
か
の
場
所

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
少
な
く
と
同
じ
く
老
化
レ
、
機
能
は
衰

と
も
就
寝
前
は
、
時
闘
を
た
っ
え
、
若
い
時
と
は
導
つ
注
意
か

ぷ
り
か
り
で
、
す
み
ず
み
ま
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ

病
掃
し
ま
す
。
て
お
く
必
要
が
あ
的
手
品
す
。

歯
周
病
を
起
と
す
歯
扇
の
つ
幸
手
ヘ
年
を
と
っ
て
く
る
と
、

き
や
す
い
場
前
は
、
歯
と
歯
グ
ど
ん
な
人
で
も
歯
グ
キ
が
多
少

キ
の
境
園
、
歯
と
歯
の
闘
で
す
。
退
縮
し
ま
す
。
歯
が
伸
び
た
よ

こ
と
は
歯
ブ
ラ
シ
の
届
き
に
く
う
な
感
じ
に
な
り
、
歯
の
根
が

い

場

所

で

す

。

露

出

し

て

き

ま

す

。

も
し
か
し
た
ら
自
分
で
は
み
歯
冠
部
分
は
エ
ナ
メ
ル
質
で

が
い
て
い
る
つ
も
り
で
、
プ
ラ
植
わ
れ
て
い
て
、
硬
く
滑
ら
か

シ
が
届
い
て
い
な
い
の
か
も
し
で
す
。
が
、
歯
恨
の
表
面
は
セ

れ

ま

せ

ん

。

メ

ン

ト

質

。

滑

ち

か

さ

が

少

な

正
レ
い
プ
ラ
y
シ
ン
グ
の
た
い
の
で
、
禽
へ
か
す
や
歯
霜
が

め
に
ま
ず
お
す
す
め
は
、
手
続
っ
き
一
や
す
い
の
で
す
。
歯
周
病

を
使
っ
て
、
歯
の
渇
れ
を
確
か
に
な
り
や
す
い
歯
に
な
っ
て
い

め
な
が
ら
み
が
く
方
法
で
す
。
る
の
で
す
か
色
、
若
い
時
と
岡

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
汚
れ
じ
手
入
れ
で
は
、
間
に
合
い
ま

が
見
え
、
ギ
ヨ
y

と
す
る
と
と
せ
ん
。歯
自
体
も
年
と
と
も
に
硬

く
、
も
ろ
く
、
欠
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
噛
ん
で
い
る
う
ち
に

欠
り
た
な
ど
と
い
う
と
と
が
お

乙
り
ま
す
。
だ
か
色
力
を
入
れ

て
ゴ
シ
ゴ
シ
と
歯
み
が
き
は
絶

対
禁
物
な
の
で
す
。
歯
を
傷
め

年
齢
に
応
じ
た
セ
ル

フ
ケ
7
を
す
る
こ
と

(a@OJーの腕たもとう

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

哩
涙
も
減
る
の
で
、
自
浄
作

用
が
衰
え
、
歯
屈
が
つ
き
や
す

く
な
皇
草
す
。

ノUNグT限

G・u.m(ガム)を体験じCくださしも

と
う
し
た
高
齢
期
だ
か
ら
と

そ
、
若
い
時
以
上
の
骨
骨
人
り
な

歯
み
が
き
が
必
要
で

?
u、
定

期
的
な
歯
科
医
の
検
診
、
指
導

が
必
要
な
の
で
す
。

年
齢
に
よ
る
歯
の
健
康
管
理

で
、
老
化
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

二
十
、
三
十
歳
代
は
、
適
切

な
口
腔
清
掃
、
歯
み
が
き
を
し

て
い
れ
ば
、
ま
ず

一
時
健
康

を
保
っ
と
と
が
で
き
ま
す
。

四
十
;
五
十
歳
代
。
大
事
な

時
で
す
。
そ
る
そ
ろ
身
体
の
老

化
が
現
れ
始
め
る
の
で
す
が
、

本
人
は
ま
だ
気
が
つ
か
ず
・
o
e
-
-

と
い
う
と
と
が
多
い
の
で
す
。

と
の
時
期
に
歯
周
病
に
留
意
し

た
い
も
の
。
年
一
回
の
定
期
検

診
を
き
相
ず
ん
と
受
り
、
患
い
と

と
ろ
は
早
く
直
し
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
等
の
個
別
指
導
宇
受
り
ま

す。
そ
し
て
六
十
歳
代
。
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。
年
一
回
の

検
診
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
ま
せ

ん
。
年
二
1
三
回
受
診
す
る
よ

う
に
レ
ま
し
ょ
う
。
専
門
家
に

よ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ

ア
が
必
要
な
と
と
も
あ
り
ま
し

ょ
う
。
症
状
に
合
わ
せ
た
処
樫
、

ケ
ア
が
必
要
で
す
。

あ
な
た
の
歯
は
あ
な

た
自
身
が
守
ろ
う
l

定
期
的
に
検
惨
を
受
け
て
い

る
人
と
い
な
い
人
と
で
は
決
定

的
な
差
が
出
ま
す
。
あ
き
ら
め

ず
、
き
ち
ん
と
ケ
ア
を
レ
ま
レ

ょ
う
。
も
し
、
今
二
十
本
櫨
が

保
っ
て
い
れ
ば
、
今
か
ろ
始
め

て
も
、
八
O
ニ
O
は
守
れ
ま
す
。

二
十
本
な
い
人
も
、
今
か
ち
一

本
も
失
わ
な
い
気
で
ケ
ア
し
ま

し
ょ
う
。
一
本
の
歯
が
、
あ
な

た
の
健
康
を
守
り
ま
す
。

歯
の
健
康
を
守
る
の
は
基
本

的
に
セ
ル
フ
ケ
ア
l
1あ
な
た

自
身
の
歯
み
が
き
、
手
入
れ
、

で
す
。
歯
科
医
の
指
導
を
実
行

す
る
の
は
あ
な
た
な
の
で
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
し
っ
か

り
守
り
ま
レ
ょ
う
。

(資
料
提
供
サ
ン
ス
タ
l
)

歯周病の恐ろしきを体験する前に、

/ 

図
は
日
本
人
の
歯
の
平
均
寿

命
で
す
(
昭
和
白
年
厚
生
省

「
歯
科
疾
患
調
書
)
。
ず
い

ぶ
ん
短
い
で
す
ね
お
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
女
件
府
議
、
男
性

万
歳
と
い
う
の
に
、
歯
の
寿
命

は
一
番
長
寿
の
歯
で

m・
日

続
。
短
命
な
の
は
奥
の
臼
歯
で
、

6 

体)

一人平均喪失歯数と歯みがき
昭和62'f1J!:歯亭情忠実体調査より

1日2匝iんが〈
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， "'厄1みが〈
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制
捜
代
で
す
か
金
寂
し
い
で
す

ね
。
歯
の
寿
命
は
、
日
本
人
の

平
均
寿
命
に
全
く
追
い
つ
け
ま

せ
ん
。人
生
の
も
っ
と
も
円
熟
し
た

時
期
を
、
二
十
1
三
十
年
間
も

M

歯
な
し
H

で
は
話
に
な
り
ま

せ
ん
ね
。
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『特選丸大豆
という名前にしました。

J 
."図・の鰻・で・..鳴を予防する.

Gum{ガ1.)デンタ，'"ヘースト
・限度図置が・む11，.を期果的に隙去する.

Gu庁、(11J..lデンタルブラシ
."・".. かすみすみ彦で行き遺る.
ー一一一ー一一一一一一一一Gum{ガ1.)デンタルパ1)::;ス

-・斜医がすすめる竃想のフラツシング{パスffiJ.
一ー一一一一一一一一一一Gum凹ム1...ブラシ
-・喝の完全な陣衰のために.
一一一一一一ー-GLm払}・闘菊岡用具

ミ

薬用ハミガキG・u.m(ガム)は、薬効剤CPCl':原因菌を殺菌。歯周病を原因から予防しますh

症状が進むと歯がグラっき、ついには抜付落ちてしまう恐ろしい病気、歯周病.厚生省の調査で11，30議

をすFるとじつに70-80%の入が何らかのカタチτ歯周病にかかつてレると宮われますhサンスターi阜、
この働問病を究明するなかてて歯周病の原因と主る細薗..，ち早〈特定。原因かb予防するには「殺蘭」

と「歯垢除去」の両面からの予防が必要t考L ガムホームデンテイストンリーズを開売しました.車用

，、ミガキG・u・π1(;ゲム)1ムJぺ3ゲキに初めて殺菌剤CPCを配合。歯と曲やきのすきま仁桝む曲周病菌
を劫栄的に殺菌しま丸普通のハミガキではこうI心、きません。ャわぱハミ3ゲキの限界を超えて、恐ろ

しい曲同病tたたかって〈れる頼もし弘、昧11.それがG'U'ffi(;グム}です.

-お手入れ力ンヲンフッ棄加工富器

_SOliWのハィパワーで高速沸とう

(フ、y累加工容器ヲイブ)

PFR-E22口容量2.2L
メーカー錆骨j鳴鏑縄15.500円(税制

PFR-E3日日容量3.0L
メカ柑小売醐17，500円{酬}

-r~..闘号事司自由-

ヲイガ~~水

「活性炭潜水」と「強力沸とう」の夕、フル効果で

カルキやカピ臭、トリハロメタンを
9096以上カット/

活
性
炭
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

沸とうして対流するお湯在、活性炭

カートリッジに過しておいしく浄水。

さらに沸とう時聞を延長する強力

沸とうで、水中に含まれている選離

残留題素(カルキ)や力ピ臭、トリ八

口メヲンも90%以上取り除きます。

新・登・場

@
一種
……

まるまるおいし〈なった、「キッコーマン特選丸大豆減出しようゆ」。

これヵtお客さまにぜひとも伝えていただきたL、5つのポイントでホー
.原料k'，}.!. して U7tの九大 'J~lωoo f!史 111 . ~らにおいし〈ま 3うやかになりま L た。

.しょうゆ本車のうまみ・待りをのニLながら溢分だけを約2分のlに減らしました。

・ まずは野菜料理につけて・かけτ固 )L:大草1000'0の開かなうまみがよ〈わかります0
.つけて・かりで時わうお料開にはもちみん、長る・炊〈のお料開にもおすすめです。

・粧をあけたら必ず冷蔵!事に人れて〈ださい。おいしく色よ〈お[史L寸、ただります。

『殺菌」と「効果的歯結除去Jで歯周病とたたかうG.U・m(ガム)

。t/スタ一線~士批〒民調高拠巾'!明日開II31UQ ぉ容さまフリーダイヤル012か似施241
〈ごケー一川

回叫.'，悼崎{抽醐)'f'I>'J，.!I!酬明刷岡山拘束守旧日制，.. 

(4 ) 〈主曜日〉1993年 10月 30日安斎 f、議斥匹"国壬量E{簡3種郵便物毘可)

(%) 
1∞ 

そ
ん
な
乙
と
を
し
て
い
れ

ば
、
七
十
歳
で
完
全
に
歯
な
し

に
な
り
ま
す
。

一
本
で
も
多
く
、

一
日
で
も
畏
く
歯
を
守
り
ま
し

ょ、コ。

が
あ

gEす。

い
つ
も
の
ブ
ラ
シ
シ
ン
グ
を

し
た
後
、
歯
垢
染
め
出
し
興
カ

ラ
l
テ
ス
タ
ー
、
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
)
で
歯
福
亭
集
め
出
し
、

歯
屈
の
あ
る
場
所
に
ブ
ラ
シ
が

届
く
工
夫
を
す
る
と
と
も
い
い

方
法
で
す
。
意
外
に
自
分
の
ブ

ラ
シ
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ

た
乙
と
を
知
り
び
っ
く
り
し
ま

す。
歯
と
歯
の
聞
に
す
き
間
が
あ

り
、
ブ
ラ
シ
が
届
か
な
い
場
合

は
、
歯
閤
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
(
呆
V
等
を
使
い
ま
す
。

ご
う
し
て
セ
ル
フ
ケ
ア
を
万

全
に
し
、
定
煽
的
に
歯
科
医
の

検
診
を
受
け
、
歯
科
医
や
歯
科

衛
生
士
の
指
導
を
受
げ
た
ら
、

ま
ず
安
心
で
す
。

毎
日
小
ま
め
に
歯
磨
き

セ
ル
フ
ケ
ア
と
定
期
検
診
で

正
し
い
ケ
7
さ
え
す

れ
ば
歯
は
守
れ
る
1

歯
が
失
わ
れ
る
尿
因
は
四
十

歳
こ
ろ
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
歯

周
病
で
す
か
、
六
十
歳
と
ろ
か

ら
、
ム
シ
歯
に
よ
る
抜
歯
も
再一

び
増
え
始
め
ま
す
。
若
い
頃
の

ム
シ
闘
は
、
主
に
は
歯
の
噛
み

合
わ
せ
の
潟
や
、
歯
と
歯
の
隣

績
面
に
多
い
の
で
す
が
、
高
齢

者
の
ム
シ
歯
は
歯
の
恨
の
部
分

に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

と
も
か
く
こ
う
し
て
八
十
歳

の
平
均
残
存
歯
は
四
本
で
す
。

「
や
っ
ぱ
り
ね
。
私
も
ち
ょ
う

ど
平
均
的
に
歯
が
抜
け
て
い
る

し
、
も
つ
手
遅
れ
ね
」

待
っ
て
下
さ
い
。
あ
き
ら
め

る
の
は
阜
い
。
五
十
歳
で
平
均

残
存
舗
は
二
十
三
本
で
す
。
も

レ
あ
な
た
が
五
十
歳
で
、

二
十

三
本
の
歯
が
残
っ
て
い
る
と
じ

た
ら
、
今
か
ら
で
も
ケ
ア
に
充

分
気
を
つ
け
れ
ば
、
八
十
歳
で

二
十
本
は
決
し
て
夢
で
は
な
い

の
で
す
。

と
い
う
の
は
、
歯
科
医
忽
正

期
的
な
検
診
と
、
プ
ラ
ッ
シ
ン

グ
な
ど
ケ
ア
の
指
導
を
受
り
て

い
る
人
は
、
六
十
歳
以
上
に
な

っ
て
も
費
失
歯
が
一
年
聞
に

O

-
一
本
(
十
年
で
一
本
)
な
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
覚
症
状

の
あ
る
時
だ
白
歯
科
医
に
行

き
、
プ
ラ
ッ
シ
ン

Z指
導
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
十
年
間
で

九
i
十
本
も
歯
を
失
っ
て
い
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
の
で

す
(
図
2
1

つ
ま
り
、
も
し
あ
な
た
が
、

今
五
十
歳
で
、
三
十
三
本
歯
が

残
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。
毎
日
、

こ
ま
め
に
歯
み
が
き
を
し
(
セ

ル
フ
ケ
ア
)
、
定
期
的
に
歯
科

医
の
倹
診
を
受
旬
、
処
置
、
指

導
を
受
け
れ
ば

l
l平
均
通

り
、
十
年
に
一
本
ず
つ
歯
を
失

っ
た
と
し
て
も
、
八
十
歳
で
、

ち
AやV

ん
と
さ
平
本
は
残
る
の
で

す
f「
私
は
も
う
六
十
歳
。
十
一
一

本
絞
り
て
も
う
残
る
は
十
六

本
、
八
O
ニ
O
は
不
可
能
よ
」

と
い
う
方
。
そ
れ
で
も
遅
く
は

あ
的
手
品
せ
ん
。
今
、
そ
れ
だ
け

抜
け
て
い
る
と
い
う
と
と
は
、

ど
こ
か
、
ケ
ア
が
充
分
で
な
い

の
で
す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
一
置

い
て
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
に
な
っ

て
か
ら
慌
て
て
歯
科
医
に
行
く

「
闘
が
大
切
な
こ
と
、
日
頃

セ
ル
フ
ケ
ア
し
て
い
れ
ば
八
O

ニ
O
(八
十
歳
で
自
分
の
歯
が

二
十
本
)
も
夢
で
は
な
い
こ
と

も
わ
か
っ
た
。
で
も
:
」
と
い

う
方
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

「
若
い
時
か
ら
や
っ
て
い
れ

ば
よ
か
っ
た
け
ど
。
も
弓
私
は

ダ
メ
、
ツ
1
・
レ
イ
ト
よ
Jι
つ

で
も
っ
乙
ん
な
に
歯
が
絞
り
て

い
る
の
よ
」

た
し
か
に
五
十
歳
を
子
J

ぎ
る

と
、
歯
周
病
に
よ
る
歯
の
喪
失

が
垣
見
始
め
ま
す
。
一
九
八
七

年
に
厚
生
省
の
歯
科
疾
患
実
態

調
査
に
よ
φ
と
、
健
常
歯
を
二

十
八
本
と
し
て
、
平
均
四
十
歳

で
=
7
0
一
本
、
五
十
歳
で
五

・
二
三
本
、
六
十
歳
で
士
一

・

一
八
本
闘
を
失
っ
て
い
ま
す
。

五
十
歳
か
ち
六
十
歳
代
に
か
け

て
堕
失
の
ス
ピ
ー
ド
に
燃
か
さ

れ
ま
す
(
図

l
)。

そ
し
て
七
十
歳
で
一
堕
失
歯
二

0
・
一
本
、
八
十
段
ニ
四
・

o

七
本
、
急
傾
斜
で
歯
が
失
わ
れ

て
き
ま
す
。
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歯科医院における定期的受診、刷掃指導の

有無別にみた年平均喪失歯数
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み九なのページです。書いたいことや、知らせたい

ことが晶ったら、どんどん投稿して下さい.

電話 03(3343)1646
編集部|
FAXω(3348)1890 

女性会館祭
中野区女性会館

第
9
回

間
違
っ
て
ま
せ
ん
か

怠
仰
わ
ゆ
九
九

mw応
出
ム
吋
J

何
M
安
ど

こ
れ
で
は
ど
ん
な
み
が
き
方
を

し
て
も
不
十
分
で
す
。

み
が
き
残
し
の
な
い
喜
コ
す

み
ず
み
ま
で
、
一
か
所
十
回
ず

つ
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
さ
つ
に

み
が
く
と
五
i
六
分
か
か
り
一
ま

す
。
厳
密
に
い
う
と
と
れ
で
も

足
り
な
い
の
で
す
。

「
ケ
ア
だ
の
、
歯
み
が
き
だ

の
と
い
う
り
れ
ど
、
私
は
ち
ゃ

ん
と
、
一
日
二
回
歯
は
み
が
い

て
い
ま
す
。
だ
り
ど
歯
は
ず
い

ぶ
ん
失
い
ま
し
た
。
私
は
や
は

り
歯
の
慣
が
惑
い
の
じ
ゃ
な
い

の
り
」
と
い
う
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
l
!乙
れ
は
、

歯
の
質
で
な
く
、
歯
の
み
が
き

方
の
貿
ほ
の
で
す
。

確
か
に
、
日
本
人
の
歯
み
が

き
の
回
数
は
担
え
て
い
ま
す
。

厚
生
省
の
翻
査
(
昭
和
位
年
)

で
も
、
日
本
人
の
歯
み
が
き
の

回
数
は
、
か
つ
て
は
一
日
一
回

だ
っ
た
の
が
、
民
近
は
一
日
二

回
の
人
が
一
番
多
く
な
り
、
三

回
と
い
う
人
も
地
え
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
歯
を
失
う
串

も
上
昇
し
て
い
る
の
で
す
O

(

図

3
)
 
乙
れ
は
、
歯
を
み
が
く
習
慣

は
定
着
し
た
が
、
歯
の
み
が
き

方
は
不
十
分
。
つ
ま
り
歯
み
が

き
の
グ
興
H

に
問
題
が
あ
る
と

い
う
と
と
の
よ
う
で
す
。

歯
を
み
が
く
時
閣
を
聞
く

と
、
た
い
て
い
の
人
は
ニ
3
三

分
と
い
い
ま
す
。
と
と
ろ
が
実

際
に
計
っ
て
み
る
と
三
十
秒
か

一
分
が
せ
い
ぜ
い
な
の
で
す
。

す
み
ず
み
ま
で
ブ
ラ

シ
を
届
か
せ
る
こ
と

プ
ラ
y
シ
ン
グ
十
回
で
は
不

十
分
で
歯
垢
墜
E
串

が

高

い

大

切

な

定

期

検

診

の
は
一
か
所
一
千
i
三
十
回
で
陶
同
何
件
い
回
以
比

す

。

歯

周

病

は

年

の

せ

い

で

は

な

て
み
が
く
と
十
五
分
く
ら
い
か
何
度
七
密
き
ま
し
た
。
そ
の
と

か
皇
志
す
。
隙
れ
て
く
る
と
こ
お
り
な
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん

の
時
間
は
か
な
り
層
く
な
り
ま
歯
も
口
の
中
も
年
を
と
る
に
し

す
か
色
、
思
低
一
か
所
二
十
問
た
が
っ
宝
身
体
の
ほ
か
の
場
所

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
少
な
く
と
同
じ
く
老
化
レ
、
機
能
は
衰

と
も
就
寝
前
は
、
時
闘
を
た
っ
え
、
若
い
時
と
は
導
つ
注
意
か

ぷ
り
か
り
で
、
す
み
ず
み
ま
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ

病
掃
し
ま
す
。
て
お
く
必
要
が
あ
的
手
品
す
。

歯
周
病
を
起
と
す
歯
扇
の
つ
幸
手
ヘ
年
を
と
っ
て
く
る
と
、

き
や
す
い
場
前
は
、
歯
と
歯
グ
ど
ん
な
人
で
も
歯
グ
キ
が
多
少

キ
の
境
園
、
歯
と
歯
の
闘
で
す
。
退
縮
し
ま
す
。
歯
が
伸
び
た
よ

こ
と
は
歯
ブ
ラ
シ
の
届
き
に
く
う
な
感
じ
に
な
り
、
歯
の
根
が

い

場

所

で

す

。

露

出

し

て

き

ま

す

。

も
し
か
し
た
ら
自
分
で
は
み
歯
冠
部
分
は
エ
ナ
メ
ル
質
で

が
い
て
い
る
つ
も
り
で
、
プ
ラ
植
わ
れ
て
い
て
、
硬
く
滑
ら
か

シ
が
届
い
て
い
な
い
の
か
も
し
で
す
。
が
、
歯
恨
の
表
面
は
セ

れ

ま

せ

ん

。

メ

ン

ト

質

。

滑

ち

か

さ

が

少

な

正
レ
い
プ
ラ
y
シ
ン
グ
の
た
い
の
で
、
禽
へ
か
す
や
歯
霜
が

め
に
ま
ず
お
す
す
め
は
、
手
続
っ
き
一
や
す
い
の
で
す
。
歯
周
病

を
使
っ
て
、
歯
の
渇
れ
を
確
か
に
な
り
や
す
い
歯
に
な
っ
て
い

め
な
が
ら
み
が
く
方
法
で
す
。
る
の
で
す
か
色
、
若
い
時
と
岡

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
汚
れ
じ
手
入
れ
で
は
、
間
に
合
い
ま

が
見
え
、
ギ
ヨ
y

と
す
る
と
と
せ
ん
。歯
自
体
も
年
と
と
も
に
硬

く
、
も
ろ
く
、
欠
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
噛
ん
で
い
る
う
ち
に

欠
り
た
な
ど
と
い
う
と
と
が
お

乙
り
ま
す
。
だ
か
色
力
を
入
れ

て
ゴ
シ
ゴ
シ
と
歯
み
が
き
は
絶

対
禁
物
な
の
で
す
。
歯
を
傷
め

年
齢
に
応
じ
た
セ
ル

フ
ケ
7
を
す
る
こ
と

(a@OJーの腕たもとう

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

哩
涙
も
減
る
の
で
、
自
浄
作

用
が
衰
え
、
歯
屈
が
つ
き
や
す

く
な
皇
草
す
。

ノUNグT限

G・u.m(ガム)を体験じCくださしも

と
う
し
た
高
齢
期
だ
か
ら
と

そ
、
若
い
時
以
上
の
骨
骨
人
り
な

歯
み
が
き
が
必
要
で

?
u、
定

期
的
な
歯
科
医
の
検
診
、
指
導

が
必
要
な
の
で
す
。

年
齢
に
よ
る
歯
の
健
康
管
理

で
、
老
化
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

二
十
、
三
十
歳
代
は
、
適
切

な
口
腔
清
掃
、
歯
み
が
き
を
し

て
い
れ
ば
、
ま
ず

一
時
健
康

を
保
っ
と
と
が
で
き
ま
す
。

四
十
;
五
十
歳
代
。
大
事
な

時
で
す
。
そ
る
そ
ろ
身
体
の
老

化
が
現
れ
始
め
る
の
で
す
が
、

本
人
は
ま
だ
気
が
つ
か
ず
・
o
e
-
-

と
い
う
と
と
が
多
い
の
で
す
。

と
の
時
期
に
歯
周
病
に
留
意
し

た
い
も
の
。
年
一
回
の
定
期
検

診
を
き
相
ず
ん
と
受
り
、
患
い
と

と
ろ
は
早
く
直
し
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
等
の
個
別
指
導
宇
受
り
ま

す。
そ
し
て
六
十
歳
代
。
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。
年
一
回
の

検
診
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
ま
せ

ん
。
年
二
1
三
回
受
診
す
る
よ

う
に
レ
ま
し
ょ
う
。
専
門
家
に

よ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ

ア
が
必
要
な
と
と
も
あ
り
ま
し

ょ
う
。
症
状
に
合
わ
せ
た
処
樫
、

ケ
ア
が
必
要
で
す
。

あ
な
た
の
歯
は
あ
な

た
自
身
が
守
ろ
う
l

定
期
的
に
検
惨
を
受
け
て
い

る
人
と
い
な
い
人
と
で
は
決
定

的
な
差
が
出
ま
す
。
あ
き
ら
め

ず
、
き
ち
ん
と
ケ
ア
を
レ
ま
レ

ょ
う
。
も
し
、
今
二
十
本
櫨
が

保
っ
て
い
れ
ば
、
今
か
ろ
始
め

て
も
、
八
O
ニ
O
は
守
れ
ま
す
。

二
十
本
な
い
人
も
、
今
か
ち
一

本
も
失
わ
な
い
気
で
ケ
ア
し
ま

し
ょ
う
。
一
本
の
歯
が
、
あ
な

た
の
健
康
を
守
り
ま
す
。

歯
の
健
康
を
守
る
の
は
基
本

的
に
セ
ル
フ
ケ
ア
l
1あ
な
た

自
身
の
歯
み
が
き
、
手
入
れ
、

で
す
。
歯
科
医
の
指
導
を
実
行

す
る
の
は
あ
な
た
な
の
で
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
し
っ
か

り
守
り
ま
レ
ょ
う
。

(資
料
提
供
サ
ン
ス
タ
l
)

歯周病の恐ろしきを体験する前に、

/ 

図
は
日
本
人
の
歯
の
平
均
寿

命
で
す
(
昭
和
白
年
厚
生
省

「
歯
科
疾
患
調
書
)
。
ず
い

ぶ
ん
短
い
で
す
ね
お
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
女
件
府
議
、
男
性

万
歳
と
い
う
の
に
、
歯
の
寿
命

は
一
番
長
寿
の
歯
で

m・
日

続
。
短
命
な
の
は
奥
の
臼
歯
で
、

6 

体)

一人平均喪失歯数と歯みがき
昭和62'f1J!:歯亭情忠実体調査より

1日2匝iんが〈

一斗
， "'厄1みが〈

昭和"年昭和56年
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~ 47.0 
山

~ ¥ 49.1 
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制
捜
代
で
す
か
金
寂
し
い
で
す

ね
。
歯
の
寿
命
は
、
日
本
人
の

平
均
寿
命
に
全
く
追
い
つ
け
ま

せ
ん
。人
生
の
も
っ
と
も
円
熟
し
た

時
期
を
、
二
十
1
三
十
年
間
も

M

歯
な
し
H

で
は
話
に
な
り
ま

せ
ん
ね
。
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鍾豆⑧と⑧豆主要司で

浄水電気ポット

お茶がおいしし、

κIKKo.げ7an
・国・諸国圃・・-
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この減塩しょうゆの

いちばんのセールスポイントは原料です。だから、

しようゆ」
• • • • • • 

『特選丸大豆
という名前にしました。

J 
."図・の鰻・で・..鳴を予防する.

Gum{ガ1.)デンタ，'"ヘースト
・限度図置が・む11，.を期果的に隙去する.

Gu庁、(11J..lデンタルブラシ
."・".. かすみすみ彦で行き遺る.
ー一一一ー一一一一一一一一Gum{ガ1.)デンタルパ1)::;ス

-・斜医がすすめる竃想のフラツシング{パスffiJ.
一ー一一一一一一一一一一Gum凹ム1...ブラシ
-・喝の完全な陣衰のために.
一一一一一一ー-GLm払}・闘菊岡用具

ミ

薬用ハミガキG・u.m(ガム)は、薬効剤CPCl':原因菌を殺菌。歯周病を原因から予防しますh

症状が進むと歯がグラっき、ついには抜付落ちてしまう恐ろしい病気、歯周病.厚生省の調査で11，30議

をすFるとじつに70-80%の入が何らかのカタチτ歯周病にかかつてレると宮われますhサンスターi阜、
この働問病を究明するなかてて歯周病の原因と主る細薗..，ち早〈特定。原因かb予防するには「殺蘭」

と「歯垢除去」の両面からの予防が必要t考L ガムホームデンテイストンリーズを開売しました.車用

，、ミガキG・u・π1(;ゲム)1ムJぺ3ゲキに初めて殺菌剤CPCを配合。歯と曲やきのすきま仁桝む曲周病菌
を劫栄的に殺菌しま丸普通のハミガキではこうI心、きません。ャわぱハミ3ゲキの限界を超えて、恐ろ

しい曲同病tたたかって〈れる頼もし弘、昧11.それがG'U'ffi(;グム}です.

-お手入れ力ンヲンフッ棄加工富器

_SOliWのハィパワーで高速沸とう

(フ、y累加工容器ヲイブ)

PFR-E22口容量2.2L
メーカー錆骨j鳴鏑縄15.500円(税制

PFR-E3日日容量3.0L
メカ柑小売醐17，500円{酬}

-r~..闘号事司自由-

ヲイガ~~水

「活性炭潜水」と「強力沸とう」の夕、フル効果で

カルキやカピ臭、トリハロメタンを
9096以上カット/

活
性
炭
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

沸とうして対流するお湯在、活性炭

カートリッジに過しておいしく浄水。

さらに沸とう時聞を延長する強力

沸とうで、水中に含まれている選離

残留題素(カルキ)や力ピ臭、トリ八

口メヲンも90%以上取り除きます。

新・登・場

@
一種
……

まるまるおいし〈なった、「キッコーマン特選丸大豆減出しようゆ」。

これヵtお客さまにぜひとも伝えていただきたL、5つのポイントでホー
.原料k'，}.!. して U7tの九大 'J~lωoo f!史 111 . ~らにおいし〈ま 3うやかになりま L た。

.しょうゆ本車のうまみ・待りをのニLながら溢分だけを約2分のlに減らしました。

・ まずは野菜料理につけて・かけτ固 )L:大草1000'0の開かなうまみがよ〈わかります0
.つけて・かりで時わうお料開にはもちみん、長る・炊〈のお料開にもおすすめです。

・粧をあけたら必ず冷蔵!事に人れて〈ださい。おいしく色よ〈お[史L寸、ただります。

『殺菌」と「効果的歯結除去Jで歯周病とたたかうG.U・m(ガム)

。t/スタ一線~士批〒民調高拠巾'!明日開II31UQ ぉ容さまフリーダイヤル012か似施241
〈ごケー一川

回叫.'，悼崎{抽醐)'f'I>'J，.!I!酬明刷岡山拘束守旧日制，.. 



(6 ) 

女
の
日
で
視
る

〈土曜日〉

小 lー
ア説の九乙
ラをラ九のP 、ウ O官
が夫ラ年ロロ
映の・べは
画アエス
化ルストメ
しフキセキ
たオペラシ

おンル lコ
ソの Noで

物
語
房
逼
っ
て
い
さ
さ
か
目
ま

ぐ
る
し
い
の
だ
が
、
母
親
と
娘

三
人
の
生
き
方
を
象
徴
的
に
描

い
て
い
る
の
だ
と
わ
か
る
と
、

二
女
が
革
命
家
に
な
る
の
も
納

安着r./'、来斤担靭

凶
日
本
損
害
保
険
協
会
は
、

日
月
の
「
損
害
保
険
の
月
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
「
家
庭
の
常
備
ノ

ー
ト

(
暮
ら
し
の
ト
ラ
ブ
ル
解

決
集
)
」

(
A
4判

ω吋
)
を

製
作
、
希
望
者
に
無
料
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。

乙
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
菖

ら
し
の
中
で
起
乙
る
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
を
事
前
の
知
識
で

防
ぎ
、
解
決
し
て
い
く
た
め
の

知
恵
や
工
夫
を
紹
介
し
た
も

の
。
マ
排
水
管
の
詰
ま
り
マ
粟

車
券
、
航
空
券
の
変
更
・
解
約

マ
食
品
の
正
味
期
間
や
添
加
物

マ
お
祝
い
金
の
「
相
場
」
マ
ヤ

ケ
ド
へ
の
対
処
方
法
な
ど
、
生

国

家庭の常備/由ト
、、ZLプシ

台E(第3種郵便物箆可)第 1046号

ローズマリーがたっぷり入ります

て
し
ま
う
。
あ
げ
く
に
自
分
の

娘
に
ま
で
H

親
の
世
話
を
さ
せ

る
た
め
衆
姐
は
結
婚
さ
せ
な

料理通し愛伝える
悪い伝統に立ち向かう女性描く

⑮ 

「
自
分
に
や
さ
し
い

働
き
方
し
ま
せ
ん
か
」

タ
イ
の
巻
⑬

ヤ
ン
ソ
ン
由
実
子

中
嶋
圭
子

渥
美
京
子

著

青
山
栄
子

--出
廷
一
罰
則
淵
釧
噛
庄
一一紅一一

』三一一二三一=一一

日
川
U
凹

V
木
の
き
い
た
展
覧
会

2
日
仰
1
4日
同
日
時
i
げ

時
神
奈
川
県
政
総
合
セ
ン
タ

ー
l
F展
示
場
(
横
浜
駅
西
口

z-duaず

4
分
)
「
木
」
の
作
品
に
ひ

か
れ
て
集
っ
た
プ
ロ

・
ア
マ
チ

ュ
ア
加
入
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
家

具
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

展
示
主
催
:
・木
戯
の
会

V
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
印

生
の
夜
食
料
理
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

〈
じ
ゃ
が
い
も
の
生
ク
リ
ー

ム
事【
材
料
】

(
4人
分
)

じ
ゃ
が
い
も
・
・・中
5
個、

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
(
玉
ね
ぎ
凶

個)・
:
l個
、
生
ク
ソ
l
ム

あつあつをいただきます

:・

m川
町
山
、
塩
・
:
小
さ
じ
的
、

ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1
・
:
小
さ
じ

M

目
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
i
:・小
さ

じ
l
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ

ー
・:
小
さ
じ
凶
、
パ
タ
l
:・

少
々
、
サ
ラ
ダ
由
・:
大
さ
じ

2
、
グ
リ
エ
l
ル
チ
i
ズ:・

mg 
〔作
り
方
】

①
じ
ゃ
が
い
も
は
7
阻
に

ス
ラ
イ
ス
す
る
(
水
に
さ
ら

さ
な
い
)。

「 55言語言
希家 パ日宗室4、
主庭 j望号訴喜;

長話;5758Ii
そ偏 見持d
i fji号Zig
fトjS5522
r 」 ?号言語票

81iiizJii出
務J富里会問合憲 5三てつ
。ピ毒菌品霊ら53護衛整

理軒1署長;iii
;怨詩作22z忠実?55tS妻522i宣言
;言512iif足掛静香015igi
器 鈴 '93塑変喫誓勢雫走JH墨元宍罷tq E去三宅醤

事iB75272R25352三雪量452実
持者名z示与38M222i号室展望igi喜三七三サ均
i jjii f ii35E12き主主225五!??詰iiii 
Z問フミ24長里主群がそZF話ヲEE需品Zミ量移民
事録t天5qdJ問。ド?俳文男zgzZ践し日宅

チ
ェ
ン
ラ
l
イ
市
か
ら
国

道
一
号
線
を
八
十
キ
ロ
ほ
ど

北
上
す
る
と
ビ
ル
マ
(
ミ
ャ

ン
マ
ー
)
と
の
国
境
の
街
メ

l
サ
イ
が
あ
る
。
国
境
の
河

に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が

掛
け
-ら
れ
て
お
り
、
い
つ
で

も
大
勢
の
人
々
が
行
き
交
っ

て
い
る
。
ビ
ル
マ
文
字
の
刻

印
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を

頭
に
の
せ
て
向
う
側
か
ら
来

る
入
、
タ
イ
文
字
の
宮
か
れ

た
商
品
を
オ
ー
ト
バ
イ
の
荷

台
い
っ
ぱ
い
に
し
て
走
っ
て

行
く
入
、
人
。
そ
し
て
国
境

見
物
の
た
く
さ
ん
の
観
光

客
。
彼
色
の
周
辺
で
は
山
岳

民
族
の
主
装
を
着
た
子
供
た

ち
が
写
真
を
揺
ら
せ
て
い
く

ば
く
か
の
お
金
を
稼
ご
う
と

た
む
ろ
っ
て
い
る
。

彼
ら
山
岳
民
族
は
、
も
と

も
と
は
ビ
ル
マ
と
も
タ
イ
と

も
関
係
な
く
両
国
を
自
由
に

移
動
し
て
い
た
人
々
で
あ

る
。
国
境
線
が
ひ
か
れ
た
今

は
「
タ
イ
人
」
と
し
て
定
住

し
盟
業
を
営
ん
で
い
る
が
、

時
に
は
貧
し
さ
か
ら
子
供
た

ち
が
街
に
出
て
小
銭
を
稼

ぐ
。
五
年
程
前
出
会
っ
た
ラ

フ
族
の
青
年
は
十
年
前
に
家

族
と
共
に
ビ
ル
マ
か
ち
タ
イ

年
史
展
2
日
例

1
6日
回
目
時

im

時
新
宿
モ
ノ
リ
ス
l
Fア
ト

リ
ウ
ム
右
サ
イ
ド
ま
な
板
の

H

足
H

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
日
本

人
の
住
ま
い
と
生
活
を
考
え
る

協
力
・:
村
瀬
春
樹
、
ゆ
み
こ
・

②
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
は
微
塵

切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
と
エ
シ

ャ
ロ
ッ
ト
を
入
れ
妙
め
る
。

④
じ
ゃ
が
い
も
を
加
え
、

し
ん
な
り
し
た
ら
、
生
ク
リ

ー
ム
と
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1
、

ロ
l
ズ
マ
リ
l
を
加
え
弱
火

で
約
加
分
煮
る
。

⑤
耐
熱
皿
に
バ
タ
ー
を
塗

り
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー

を
掻
り
④
を
入
れ
、
チ
ー
ズ

を
乗
せ
て
刷
℃
の
オ
ー
プ

ン
で
焼
く
。

⑤
焼
き
色
が
つ
い
た
ち
、

で
き
あ
が
り
。

(
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ロ
ー
ズ
マ
リ
l
は
じ
ゃ
が

い
も
料
理
に
よ
く
合
い
ま

す
。
粉
ふ
き
い
も
や
ポ
テ
ト

の
ソ
テ
ー
に
加
-
え
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指
導

.
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス
ト

.
細
田
貞
一

〉

側
に
移
住
し
た
と
一冨
う
。

彼
の
村
を
訪
れ
た
あ
と
、

車
で
山
越
-
え
を
し
て
メ
l
サ

イ
の
街
へ
行
乙
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。

同
行
は
チ
ェ
ン
ラ
l
イ
に

住
む
A
さ
ん
と
、
私
た
ち
の

計
五
名
。
道
は
一
部
舗
装
さ

れ
て
い
た
り
れ
ど
あ
と
は
石

と
ろ
だ
ろ
け
の
ガ
タ
ガ
タ

道
。
急
坂
に
な
る
と
運
転
し

て
い
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
A
君

弘泰
続
級
り泊、2
綴械
;
渉
司
書

、ト

¥
r
d
l
f門

一JR
E溺
泳
場

語
札
川
喝な

市
ザ
協

議
招
寄ぞ

画
i
t

-Fr事

a

u
d
、一ザ
品開

設

骨
¥
泌
沼
海

九ミ

3
ぷ
湾
、

dr 力ワエビ

ウロコは7.1<の中で弓|く

な
が
い

・
む
色
せ
無
料
連

絡
・・・
側
リ
ク
ル
ー
ト
月
刊
ハ
ウ

ジ
ン
グ
編
集
室

g
m
-3
3
4

nu
・00ハ
O
必
斗
巳
d

V
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
黒
沼
ユ

リ
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ

タ
ル
「
両
側
か
ら
観
る
地
球
」

-

4日
附
同
時
き
ゅ
り
あ
ん

一
(
大
井
町
駅
前
)
第
l
部

/

一
対
談
・
黒
沼
ユ
リ
子
、
イ
l
デ

一
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
、
ロ

ッ
サ
リ
l

一
ナ
(
グ
ア
テ
マ
ラ
先
住
民
族
の

一
人
権
活
動
家
)
の
ア
ピ
ー
ル

一第
2
部
/
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

一

5
0
0
0円
(
前
売
4
5
0
0

一円
)

主

催
:
・
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

一
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本

支
部
問
合
せ
・:
同
実
在
蚕
告

白・

3
2
0
3
・
1
0
5
0

V
手
話
2
時
間
教
室

6
日
∞
叩
時

神
奈
川
県
立

か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
(
江

の
島
)
印
名
主
催
・:
手
話

サ
ー
ク
ル
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
、
同

セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習
部
申
込

み
・・
・同
セ
ン
タ
ー
宮

0
4
6
6

ワ
t

n
L
1寸
i
1ム

.
n.4
.
 

V
い
ま
、
人
と
ひ
と
の
新
し

い
出
会
い
を

‘

7
日
同
ロ
時
却
分
i
凶
時
加

分
都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館

(立
川
駅
南
口
加
分
、
同
北
口

か
ち
パ
ス
叩
分
下
車

3
分
)

劇
、
展
示
・
報
告
他
主
催
:
・

-
都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館
間

以
外
は
徒
歩
。
赤
土
は
モ
ウ

モ
ウ
。
し
か
し
山
々
の
風
景

は
ビ
ル
マ
側
も
タ
イ
側
も
美

し
か
っ
た
。と
も
か
く
、
や
っ

と
メ
l
サ
イ
の
街
に
た
ど
り

つ
い
た
時
は
お
昼
は
と
っ
く

に
過
ぎ
て
お
り
、
全
員
お
鹿

ペ
コ
ペ
コ
。
国
境
の
河
ち
か

く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
り

「
何
で
も
好
き
な
物
一
品
ず

つ
注
文
し
よ
う
」
と
、
皆
思

い
思
い
の
料
理
の
名
を
あ
げ

た
(
タ
イ
料
理
は
、
乙
の
食

べ
方
が
イ
チ
パ
ン
)
。

と
の
時
美
味
し
か
っ
た
の

が
「
ク
ン
・
チ
ュ
ッ
プ
・
ぺ

l
ン
・
ト
i
(ト
)
」
だ
っ
た
。

タ
イ
の
人
々
は
エ
ピ
の
テ
ン

プ
ラ
と
一
言
つ
け
れ
ど
、
ど
ち

ら
か
と
言
『
え
ば
西
洋
料
理
の

フ
リ
ッ
タ
ー
に
近
い
。
甘
い

タ
レ
を
つ
り
で
食
べ
る
と
、

ソ
フ
ト
な
口
ざ
わ
り
と
エ
ビ

(
川
エ
ビ
で
あ
る
)
の
旨
味

が
上
手
く
混
じ
り
-
あ
っ
て
何

と
も
美
味
。
遠
慮
深
い
ラ
フ

族
の
青
年
も
、
山
の
村
で
は

お
目
に
か
か
れ
な
い
街
の
味

だ
と
何
本
も
口
に
し
た
。
海

辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る

海
エ
ビ
に
も
増
し
て
美
味
し

い
と
思
っ
た
の
は
、
乙
の
青

年
と
出
会
っ
た
か
ら
だ
ろ
う

か
。

戸
田
杏
子

ウロコ引きはとび散ってなか

なかやっかいなもの。大きめの

ボールに水をはり 3%の塩を入
れ、そとbζ魚を入れて塩水の中

でウロコをひくと、ウロコはす

べて塩水の底に沈む。ただし手

早くしないと魚の鮮度がおち

る。

合
せ
:・市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス
コ
・

!ア
l
宮

0
4
2
5
・m
・9

噌

l
i
n
o
R
υ
V
第
5
田
和
白
干
潟
ま
つ
り

7
日
開
日
時
初
分

i
m時

和
白
干
潟
海
の
広
場
(
西
鉄
・

J
R和
白
駅
叩
分
)
パ

l
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
野
草
観
察
、

平
潟
写
真
屋
、
模
擬
摩
守
主

催
:
・実
行
委
(
ふ
く
お
か
東
部

生
協
、
和
白
干
潟
を
守
る
会
、

博
多
湾
市
民
の
会
他
)

V
ワ
ー
プ
ロ
実
習
&
パ
l
ト

セ
ミ
ナ
ー

9
日
側
、
叩
白
川
町
、

u日
同

都
品
川
労
政
事
務
所
(
大
井
町

駅
8
分
)
ワ
ー
プ
ロ
実
務
講

習
(
初
級
)
①
9
時
却
分
②
日

時
加
分
セ
ミ
ナ
ー
日
時
泊
分

1
日
時
却
分
「
マ
ル
チ
プ
ラ
ン

ラ
イ
フ
の
す
す
め

・州制
歳
か
ら

の
出
発
」
他
申
込
み
:
同
所

告
白
・

3
7
7
4
・

6
5
8

V
乳
が
ん
無
料
相
談
室

ロ
白
幽
日
時
ぃ
日
時
H
池
袋

.エ
ポ
ッ
ク
叩
マ
加
日
出
凶
時

im時
日
調
布
・
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
マ
2
日
間
日
時
1
日

時
H
世
田
谷
・
区
女
性
セ
ン
タ

ー
ら
ぷ
ち
す
マ
お
日
回
目
時
1

日
時
H
新
宿
・

三
井
ビ
ル

mF

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命

保
険
側
問
合
せ
・:
あ
け
ぼ
の

会
東
京
支
部
官
邸
・

3
8
6
7

・
4
2
4
7
(糸
井
) 制大日本水産会・

おさかな普及協議会

サ
ン
ト
リ
ー

「

;白t
i街
円」

フ
ま

新，~余
JJ、也r ソ

託尋~白
主 41ーザ角

三みは
niゑI~ 
Afrit亡可員

ゐ
問
先
P

及、、
τ、あ

の
透
ム
の
会
さ
ん
が
‘

飲酒は20歳を過ぎてから。

小
気
味
虫
い
色
丁
の
告
に

品
開
わ
れ
て
、
帰
っ
て
き
た
。

。・ah清白
白
男

鹿

賀

丈

史

L 
'ラ

。
特
別
忠
清
透
ム
金
四
郎

中
村
格
え
助

(6 ) 

女
の
日
で
視
る

〈土曜日〉

小 lー
ア説の九乙
ラをラ九のP 、ウ O官
が夫ラ年ロロ
映の・べは
画アエス
化ルストメ
しフキセキ
たオペラシ

おンル lコ
ソの Noで

物
語
房
逼
っ
て
い
さ
さ
か
目
ま

ぐ
る
し
い
の
だ
が
、
母
親
と
娘

三
人
の
生
き
方
を
象
徴
的
に
描

い
て
い
る
の
だ
と
わ
か
る
と
、

二
女
が
革
命
家
に
な
る
の
も
納

安着r./'、来斤担靭

凶
日
本
損
害
保
険
協
会
は
、

日
月
の
「
損
害
保
険
の
月
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
「
家
庭
の
常
備
ノ

ー
ト

(
暮
ら
し
の
ト
ラ
ブ
ル
解

決
集
)
」

(
A
4判

ω吋
)
を

製
作
、
希
望
者
に
無
料
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。

乙
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
菖

ら
し
の
中
で
起
乙
る
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
を
事
前
の
知
識
で

防
ぎ
、
解
決
し
て
い
く
た
め
の

知
恵
や
工
夫
を
紹
介
し
た
も

の
。
マ
排
水
管
の
詰
ま
り
マ
粟

車
券
、
航
空
券
の
変
更
・
解
約

マ
食
品
の
正
味
期
間
や
添
加
物

マ
お
祝
い
金
の
「
相
場
」
マ
ヤ

ケ
ド
へ
の
対
処
方
法
な
ど
、
生

国

家庭の常備/由ト
、、ZLプシ

台E(第3種郵便物箆可)第 1046号

ローズマリーがたっぷり入ります

て
し
ま
う
。
あ
げ
く
に
自
分
の

娘
に
ま
で
H

親
の
世
話
を
さ
せ

る
た
め
衆
姐
は
結
婚
さ
せ
な

料理通し愛伝える
悪い伝統に立ち向かう女性描く

⑮ 

「
自
分
に
や
さ
し
い

働
き
方
し
ま
せ
ん
か
」

タ
イ
の
巻
⑬

ヤ
ン
ソ
ン
由
実
子

中
嶋
圭
子

渥
美
京
子

著

青
山
栄
子

--出
廷
一
罰
則
淵
釧
噛
庄
一一紅一一

』三一一二三一=一一

日
川
U
凹

V
木
の
き
い
た
展
覧
会

2
日
仰
1
4日
同
日
時
i
げ

時
神
奈
川
県
政
総
合
セ
ン
タ

ー
l
F展
示
場
(
横
浜
駅
西
口

z-duaず

4
分
)
「
木
」
の
作
品
に
ひ

か
れ
て
集
っ
た
プ
ロ

・
ア
マ
チ

ュ
ア
加
入
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
家

具
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

展
示
主
催
:
・木
戯
の
会

V
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
印

生
の
夜
食
料
理
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

〈
じ
ゃ
が
い
も
の
生
ク
リ
ー

ム
事【
材
料
】

(
4人
分
)

じ
ゃ
が
い
も
・
・・中
5
個、

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
(
玉
ね
ぎ
凶

個)・
:
l個
、
生
ク
ソ
l
ム

あつあつをいただきます

:・

m川
町
山
、
塩
・
:
小
さ
じ
的
、

ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1
・
:
小
さ
じ

M

目
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
i
:・小
さ

じ
l
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ

ー
・:
小
さ
じ
凶
、
パ
タ
l
:・

少
々
、
サ
ラ
ダ
由
・:
大
さ
じ

2
、
グ
リ
エ
l
ル
チ
i
ズ:・

mg 
〔作
り
方
】

①
じ
ゃ
が
い
も
は
7
阻
に

ス
ラ
イ
ス
す
る
(
水
に
さ
ら

さ
な
い
)。

「 55言語言
希家 パ日宗室4、
主庭 j望号訴喜;

長話;5758Ii
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i fji号Zig
fトjS5522
r 」 ?号言語票
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チ
ェ
ン
ラ
l
イ
市
か
ら
国

道
一
号
線
を
八
十
キ
ロ
ほ
ど

北
上
す
る
と
ビ
ル
マ
(
ミ
ャ

ン
マ
ー
)
と
の
国
境
の
街
メ

l
サ
イ
が
あ
る
。
国
境
の
河

に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が

掛
け
-ら
れ
て
お
り
、
い
つ
で

も
大
勢
の
人
々
が
行
き
交
っ

て
い
る
。
ビ
ル
マ
文
字
の
刻

印
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を

頭
に
の
せ
て
向
う
側
か
ら
来

る
入
、
タ
イ
文
字
の
宮
か
れ

た
商
品
を
オ
ー
ト
バ
イ
の
荷

台
い
っ
ぱ
い
に
し
て
走
っ
て

行
く
入
、
人
。
そ
し
て
国
境

見
物
の
た
く
さ
ん
の
観
光

客
。
彼
色
の
周
辺
で
は
山
岳

民
族
の
主
装
を
着
た
子
供
た

ち
が
写
真
を
揺
ら
せ
て
い
く

ば
く
か
の
お
金
を
稼
ご
う
と

た
む
ろ
っ
て
い
る
。

彼
ら
山
岳
民
族
は
、
も
と

も
と
は
ビ
ル
マ
と
も
タ
イ
と

も
関
係
な
く
両
国
を
自
由
に

移
動
し
て
い
た
人
々
で
あ

る
。
国
境
線
が
ひ
か
れ
た
今

は
「
タ
イ
人
」
と
し
て
定
住

し
盟
業
を
営
ん
で
い
る
が
、

時
に
は
貧
し
さ
か
ら
子
供
た

ち
が
街
に
出
て
小
銭
を
稼

ぐ
。
五
年
程
前
出
会
っ
た
ラ

フ
族
の
青
年
は
十
年
前
に
家

族
と
共
に
ビ
ル
マ
か
ち
タ
イ

年
史
展
2
日
例

1
6日
回
目
時

im

時
新
宿
モ
ノ
リ
ス
l
Fア
ト

リ
ウ
ム
右
サ
イ
ド
ま
な
板
の

H

足
H

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
日
本

人
の
住
ま
い
と
生
活
を
考
え
る

協
力
・:
村
瀬
春
樹
、
ゆ
み
こ
・

②
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
は
微
塵

切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
と
エ
シ

ャ
ロ
ッ
ト
を
入
れ
妙
め
る
。

④
じ
ゃ
が
い
も
を
加
え
、

し
ん
な
り
し
た
ら
、
生
ク
リ

ー
ム
と
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1
、

ロ
l
ズ
マ
リ
l
を
加
え
弱
火

で
約
加
分
煮
る
。

⑤
耐
熱
皿
に
バ
タ
ー
を
塗

り
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー

を
掻
り
④
を
入
れ
、
チ
ー
ズ

を
乗
せ
て
刷
℃
の
オ
ー
プ

ン
で
焼
く
。

⑤
焼
き
色
が
つ
い
た
ち
、

で
き
あ
が
り
。

(
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ロ
ー
ズ
マ
リ
l
は
じ
ゃ
が

い
も
料
理
に
よ
く
合
い
ま

す
。
粉
ふ
き
い
も
や
ポ
テ
ト

の
ソ
テ
ー
に
加
-
え
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指
導

.
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス
ト

.
細
田
貞
一

〉

側
に
移
住
し
た
と
一冨
う
。

彼
の
村
を
訪
れ
た
あ
と
、

車
で
山
越
-
え
を
し
て
メ
l
サ

イ
の
街
へ
行
乙
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。

同
行
は
チ
ェ
ン
ラ
l
イ
に

住
む
A
さ
ん
と
、
私
た
ち
の

計
五
名
。
道
は
一
部
舗
装
さ

れ
て
い
た
り
れ
ど
あ
と
は
石

と
ろ
だ
ろ
け
の
ガ
タ
ガ
タ

道
。
急
坂
に
な
る
と
運
転
し

て
い
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
A
君

弘泰
続
級
り泊、2
綴械
;
渉
司
書

、ト

¥
r
d
l
f門

一JR
E溺
泳
場

語
札
川
喝な

市
ザ
協

議
招
寄ぞ

画
i
t

-Fr事

a

u
d
、一ザ
品開

設

骨
¥
泌
沼
海

九ミ

3
ぷ
湾
、

dr 力ワエビ

ウロコは7.1<の中で弓|く

な
が
い

・
む
色
せ
無
料
連

絡
・・・
側
リ
ク
ル
ー
ト
月
刊
ハ
ウ

ジ
ン
グ
編
集
室

g
m
-3
3
4

nu
・00ハ
O
必
斗
巳
d

V
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
黒
沼
ユ

リ
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ

タ
ル
「
両
側
か
ら
観
る
地
球
」

-

4日
附
同
時
き
ゅ
り
あ
ん

一
(
大
井
町
駅
前
)
第
l
部

/

一
対
談
・
黒
沼
ユ
リ
子
、
イ
l
デ

一
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
、
ロ

ッ
サ
リ
l

一
ナ
(
グ
ア
テ
マ
ラ
先
住
民
族
の

一
人
権
活
動
家
)
の
ア
ピ
ー
ル

一第
2
部
/
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

一

5
0
0
0円
(
前
売
4
5
0
0

一円
)

主

催
:
・
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

一
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本

支
部
問
合
せ
・:
同
実
在
蚕
告

白・

3
2
0
3
・
1
0
5
0

V
手
話
2
時
間
教
室

6
日
∞
叩
時

神
奈
川
県
立

か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
(
江

の
島
)
印
名
主
催
・:
手
話

サ
ー
ク
ル
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
、
同

セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習
部
申
込

み
・・
・同
セ
ン
タ
ー
宮

0
4
6
6

ワ
t

n
L
1寸
i
1ム

.
n.4
.
 

V
い
ま
、
人
と
ひ
と
の
新
し

い
出
会
い
を

‘

7
日
同
ロ
時
却
分
i
凶
時
加

分
都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館

(立
川
駅
南
口
加
分
、
同
北
口

か
ち
パ
ス
叩
分
下
車

3
分
)

劇
、
展
示
・
報
告
他
主
催
:
・

-
都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館
間

以
外
は
徒
歩
。
赤
土
は
モ
ウ

モ
ウ
。
し
か
し
山
々
の
風
景

は
ビ
ル
マ
側
も
タ
イ
側
も
美

し
か
っ
た
。と
も
か
く
、
や
っ

と
メ
l
サ
イ
の
街
に
た
ど
り

つ
い
た
時
は
お
昼
は
と
っ
く

に
過
ぎ
て
お
り
、
全
員
お
鹿

ペ
コ
ペ
コ
。
国
境
の
河
ち
か

く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
り

「
何
で
も
好
き
な
物
一
品
ず

つ
注
文
し
よ
う
」
と
、
皆
思

い
思
い
の
料
理
の
名
を
あ
げ

た
(
タ
イ
料
理
は
、
乙
の
食

べ
方
が
イ
チ
パ
ン
)
。

と
の
時
美
味
し
か
っ
た
の

が
「
ク
ン
・
チ
ュ
ッ
プ
・
ぺ

l
ン
・
ト
i
(ト
)
」
だ
っ
た
。

タ
イ
の
人
々
は
エ
ピ
の
テ
ン

プ
ラ
と
一
言
つ
け
れ
ど
、
ど
ち

ら
か
と
言
『
え
ば
西
洋
料
理
の

フ
リ
ッ
タ
ー
に
近
い
。
甘
い

タ
レ
を
つ
り
で
食
べ
る
と
、

ソ
フ
ト
な
口
ざ
わ
り
と
エ
ビ

(
川
エ
ビ
で
あ
る
)
の
旨
味

が
上
手
く
混
じ
り
-
あ
っ
て
何

と
も
美
味
。
遠
慮
深
い
ラ
フ

族
の
青
年
も
、
山
の
村
で
は

お
目
に
か
か
れ
な
い
街
の
味

だ
と
何
本
も
口
に
し
た
。
海

辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る

海
エ
ビ
に
も
増
し
て
美
味
し

い
と
思
っ
た
の
は
、
乙
の
青

年
と
出
会
っ
た
か
ら
だ
ろ
う

か
。

戸
田
杏
子

ウロコ引きはとび散ってなか

なかやっかいなもの。大きめの

ボールに水をはり 3%の塩を入
れ、そとbζ魚を入れて塩水の中

でウロコをひくと、ウロコはす

べて塩水の底に沈む。ただし手

早くしないと魚の鮮度がおち

る。

合
せ
:・市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス
コ
・

!ア
l
宮

0
4
2
5
・m
・9

噌

l
i
n
o
R
υ
V
第
5
田
和
白
干
潟
ま
つ
り

7
日
開
日
時
初
分

i
m時

和
白
干
潟
海
の
広
場
(
西
鉄
・

J
R和
白
駅
叩
分
)
パ

l
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
野
草
観
察
、

平
潟
写
真
屋
、
模
擬
摩
守
主

催
:
・実
行
委
(
ふ
く
お
か
東
部

生
協
、
和
白
干
潟
を
守
る
会
、

博
多
湾
市
民
の
会
他
)

V
ワ
ー
プ
ロ
実
習
&
パ
l
ト

セ
ミ
ナ
ー

9
日
側
、
叩
白
川
町
、

u日
同

都
品
川
労
政
事
務
所
(
大
井
町

駅
8
分
)
ワ
ー
プ
ロ
実
務
講

習
(
初
級
)
①
9
時
却
分
②
日

時
加
分
セ
ミ
ナ
ー
日
時
泊
分

1
日
時
却
分
「
マ
ル
チ
プ
ラ
ン

ラ
イ
フ
の
す
す
め

・州制
歳
か
ら

の
出
発
」
他
申
込
み
:
同
所

告
白
・

3
7
7
4
・

6
5
8

V
乳
が
ん
無
料
相
談
室

ロ
白
幽
日
時
ぃ
日
時
H
池
袋

.エ
ポ
ッ
ク
叩
マ
加
日
出
凶
時

im時
日
調
布
・
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
マ
2
日
間
日
時
1
日

時
H
世
田
谷
・
区
女
性
セ
ン
タ

ー
ら
ぷ
ち
す
マ
お
日
回
目
時
1

日
時
H
新
宿
・

三
井
ビ
ル

mF

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命

保
険
側
問
合
せ
・:
あ
け
ぼ
の

会
東
京
支
部
官
邸
・

3
8
6
7

・
4
2
4
7
(糸
井
) 制大日本水産会・

おさかな普及協議会

サ
ン
ト
リ
ー

「

;白t
i街
円」

フ
ま

新，~余
JJ、也r ソ

託尋~白
主 41ーザ角

三みは
niゑI~ 
Afrit亡可員

ゐ
問
先
P

及、、
τ、あ

の
透
ム
の
会
さ
ん
が
‘

飲酒は20歳を過ぎてから。

小
気
味
虫
い
色
丁
の
告
に

品
開
わ
れ
て
、
帰
っ
て
き
た
。

。・ah清白
白
男

鹿

賀

丈

史

L 
'ラ
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